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特集　ごみの行方

私たちのごみ
家から先は
どこいくの？
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エコ・クリーンセンターにいきます

寺作業所にいきます

リサイクルセンターにいきます

四條畷市と交野市の家庭から出され
た普通ごみを燃やして、安全に処理
する施設（焼却場）です。

粗大ごみを集め、種類ごとに分別し
たり、細かく砕いたりし、その後、
焼却場や埋立処分場へ運びます。

アルミ缶・スチール缶・なべ・やかん・
一斗缶・スプレー缶・茶ビン・白ビ
ン・混合ビン・乾電池・ペットボト
ルを回収し、リサイクルしやすいよ
うに分別を行っています。

　

８
月
25
日
（
木
）、
こ
ど
も

エ
コ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
と

サ
ポ
ー
タ
ー
あ
わ
せ
て
14
人

が
、
３
つ
の
施
設
の
見
学
を

通
じ
て
、
市
内
の
ご
み
が
ど

の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
く

の
か
を
学
び
ま
し
た
。

問 

い
合
わ
せ　

広
聴
広
報
課

（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

生ごみなど
普通ごみ

粗大ごみ

缶・ビンなど
資源ごみ

燃える粗大ごみは細かく
砕き、焼却場へ運びます

中央制御室で、ごみがき
ちんと燃えているかを
監視しています

集められた粗大ごみ

大阪湾に浮かぶ埋立処分場

燃やしたごみは、煙と
灰になり、有害物質を
処理した後、煙は空気
中に排出し、灰は埋立
処分場へ運びます

ごみはいったんピットに貯めます

燃えない粗大ごみ

燃える粗大ごみ

灰
燃
え
る
粗
大
ご
み

再生したアルミやビン 缶やビンを手作業で分別

まとめられた
ペットボトル

鉄・アルミ・ガラス
など、原料として再
生できるもの

原料として再生
できないもの

煙



17.10.01 (4)

特集　ごみの行方

今回参加した「天の川クラブ」と
「スマイルエコクラブ」のみなさん

市
内
の
ご
み
の

現
状
は
・
・
・

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
の

量
が
、
16
年
度
は
、
前
年
度
に
比
べ

１
５
９
７
㌧
、
率
で
６
・
４
％
減
少
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
み
な
さ
ん
が
台
所
か
ら
で
る

生
ご
み
の
水
切
り
や
ご
み
の
減
量
、
資
源

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
お
か

げ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

16
年
度
は
、
２
万
３
４
３
９
㌧
の
ご
み

が
出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
約
91
・
３
％
に
あ

た
る
２
万
１
４
０
５
㌧
が
焼
却
処
分
さ
れ

ま
し
た
。

　

14
年
度
に
行
っ
た
普
通
ご
み
の
内
容
調

査
で
は
、
水
分
を
多
く
含
む
生
ご
み
が
全

体
の
46
％
、
資
源
ご
み
と
な
る
紙
ご
み
が

27
％
と
、
２
つ
で
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
は
、
ご
み
減
量
を
さ
ら
に

進
め
る
た
め
、
生
ご
み
の
水
切
り
の
徹
底

と
、
資
源
ご
み
で
あ
る
新
聞
紙
や
雑
誌
、

チ
ラ
シ
、
包
装
紙
な
ど
を
地
域
の
集
団
回

収
に
出
し
て
い
た
だ
く
お
願
い
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「 普通ごみに缶などの燃えない
ごみが混ざると、焼却炉が壊
れてしまいます」

煙の有害物質を取り除くフィル
ターを触らせてもらいました

普通ごみの内容調査
（重量比率、14年度）

生ごみの
約 50％は水分

普通ごみの中には、生
ごみの水分や紙ごみ（紙
箱や包装紙）が多く含ま
れていますが、これは本
来、燃やさなくても済む
ものです。

特に紙をきちんと分別
すれば、燃やすごみの
量が減るうえ、資源（段
ボールや雑誌）として
再利用ができるので、
一石二鳥ですね。

鍋やフライパンが、プレス機で
ぺっちゃんこになっていたの
には、びっくりしました

蛍光灯は、水銀を安全に取り出
せる機械で処理していました

こどもエコクラブって？
　小・中学生なら誰でも参加で
きる環境活動のクラブです。交
野市では、現在 3つのエコクラ
ブが活動しています。
　みなさんもぜひ仲間を集め
て、クラブの登録をしませんか。
問 い合わせ　環境生活課（℡  
892・0121）

こんなところがおもしろかったです
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職 場 訪 問： 環 境 事 業 所 

困 っ て い ま す
やっかいなごみ
レ ポ ー ト　 広 聴 広 報 課

ごみ収集作業の様子

  

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
は
、

各
家
庭
か
ら
ご
み
が
た
く
さ
ん

出
て
き
ま
す
。夏
に
活
躍
し
た
殺

虫
剤
の
ス
プ
レ
ー
缶
や
化
粧
品
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
使
っ
た
卓
上
コ

ン
ロ
の
カ
セ
ッ
ト
式
ボ
ン
ベ
、
家

庭
菜
園
で
使
っ
た
農
薬
の
残
り
な

ど
、
ど
う
や
っ
て
処
理
し
た
ら
い

い
か
分
か
り
に
く
い「
や
っ
か
い
」

な
ご
み
も
出
て
き
ま
す
。
さ
て
、

み
な
さ
ん
は
ど
う
処
理
し
て
い
ま

す
か
。

　

一
度
、
ご
家
庭
に
配
布
し
て
い

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
家
庭
ご
み
の

分
け
方
・
出
し
方
」
で
確
認
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
今
回
は
、
そ
ん
な
家
庭

か
ら
出
る
ご
み
を
収
集
す
る
環
境

事
業
所
を
訪
問
し
、
話
を
聞
き
ま

し
た
。 

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
で
全
焼
寸
前

Ｑ 　

毎
日
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
み
が

出
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
収
集
し
て
い
て
「
こ
れ
は

困
る
、
あ
の
と
き
は
大
変
だ
っ

た
」
と
い
う
こ
と
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

Ａ 　

市
は
現
在
、
ご
み
の
分
別
収

集
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

件
数
は
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
普
通
ご
み
（
生

ご
み
）
に
空
き
缶
や
ビ
ン
、
危

険
物
が
混
ざ
っ
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

 　

中
に
は
、
サ
ラ
ダ
油
を
固
め

ず
に
入
れ
て
い
た
り
、
竹
串
な

ど
の
鋭
利
な
も
の
が
そ
の
ま

ま
入
っ
て
い
た
り
で
、
頭
か
ら

油
を
か
ぶ
っ
た
り
、
手
を
突
い

た
り
の
事
故
も
起
こ
っ
て
い
ま

す
。

　

 　

今
年
の
２
月
に
は
、
使
い
捨

て
ラ
イ
タ
ー
が
原
因
と
思
わ
れ

る
火
災
で
収
集
車
が
危
う
く
全

焼
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

 　

ま
た
、
水
分
の
多
い
ご
み
に

も
困
っ
て
い
ま
す
。収
集
中
に

通
行
人
に
汚
水
が
か
か
っ
た

り
、
道
に
垂
れ
た
り
と
思
っ
た

以
上
に
大
変
で
す
。

Ｑ 　

普
通
ご
み
に
空
き
缶
や
ビ
ン

が
混
在
し
て
い
る
場
合
は
、
ど

う
し
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ 　

そ
の
よ
う
な
ご
み
は
、「
違

反
で
す
よ
」
と
い
う
シ
ー
ル
を

は
っ
て
収
集
し
な
い
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。「
ど
う
し
て
持
っ
て

い
か
な
い
ん
だ
」
と
い
う
お
し

か
り
も
あ
る
の
で
す
が
、
苦
肉

の
策
な
ん
で
す
。理
解
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

ご
み
の
た
い
肥
化
を
研
究
中

Ｑ 　

と
こ
ろ
で
集
め
て
き
た
ご
み

を
た
い
肥
化
す
る
研
究
を
し
て

い
る
そ
う
で
す
ね
。

Ａ 　

実
は
、
今
年
の
７
月
ご
ろ
か

ら
始
め
た
の
で
す
が
、
こ
の
時

期
は
、
地
域
清
掃
な
ど
で
大
量

の
草
木
が
ご
み
と
し
て
集
ま
っ

て
き
ま
す
。今
ま
で
は
焼
却
場

で
燃
や
し
て
い
た
の
で
す
が
、

乾
燥
さ
せ
て
土
に
戻
せ
な
い

か
、
そ
れ
を
た
い
肥
化
で
き
な

い
か
と
現
在
職
員
で
研
究
し
て

い
ま
す
。
う
ま
く
い
け
ば
、
い

ま
問
題
に
な
っ
て
い
る
地
球
温

暖
化
の
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭

素
も
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ち
ょ
っ
ぴ

り
、
大
げ
さ
で
す
が
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
が
止
み
ま
せ
ん

Ｑ 　

最
後
に
、
最
近
特
に
、
不
法

に
捨
て
ら
れ
る
ご
み
に
手
を

焼
い
て
い
る
と
聞
い
た
ん
で
す

が
。

Ａ 　

そ
う
な
ん
で
す
。山
道
や
人

目
が
つ
き
に
く
い
場
所
へ
の
不

法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

各
地
区
か
ら
も
不
法
に
投
棄
さ

れ
た
ご
み
の
収
集
依
頼
が
ひ
ん

繁
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ

の
都
度
、収
集
し
て
い
ま
す
が
、

収
集
し
て
も
、
収
集
し
て
も
不

法
投
棄
が
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
豊
か
な
環
境
を
守
る

た
め
に
も
地
道
な
活
動
を
積

み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ご
み
の
不
法
投
棄
は
、
行
政
や

警
察
だ
け
が
監
視
・
取
り
締
ま
り

を
強
化
し
て
も
、
な
か
な
か
な
く

な
ら
な
い
難
し
い
問
題
で
す
。今

後
は
、区
、自
治
会
、そ
し
て
近
所

の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
痛
感
し

ま
し
た
。

違反ごみにはシールをはります

人目がつきにくい場所での不法投棄
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市政のうごき

　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
知
り
た

い
、
聞
き
た
い
、
学
び
た
い
内
容

を
、
市
職
員
が
み
な
さ
ん
の
と
こ

ろ
に
出
向
い
て
話
を
す
る
職
員
出

前
講
座
を
始
め
ま
す
。

　

市
は
、
わ
か
り
や
す
く
親
し
み

や
す
い
市
役
所
を
め
ざ
す
と
と
も

に
、
み
な
さ
ん
の
生
涯
学
習
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

講
座
は
、「
健
康
に
関
す
る
こ

と
」や
「
知
っ
て
得
す
る
高
齢
者

の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
い
ろ
い
ろ
」、

「
わ
が
家
の
防
災
対
策
」な
ど
、
18

課
33
講
座
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
覧
表
以
外
に
も
開
い

て
ほ
し
い
講
座
が
あ
り
ま
し
た

ら
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

職員出前講座を開始
10月から市職員を講師として派遣
　「健康」や「防災」など33講座

開 

催
日
時　

原
則
と
し
て
休
日
を

除
く
午
前
10
時
か
ら
午
後
９
時

（
講
座
担
当
課
と
調
整
が
つ
け

ば
、そ
の
他
の
時
間
帯
も
可
能
）

開 

催
場
所　

会
場
は
、
申
し
込
ん

だ
人
が
用
意
（
市
内
に
限
り
ま

す
。講
座
に
よ
っ
て
は
市
の
施

設
で
行
う
も
の
も
あ
り
ま
す
）

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

費 　

用　

無
料
（
会
場
使
用
料
や

講
座
で
使
用
す
る
材
料
費
は
、

申
し
込
ん
だ
人
の
負
担
）

申 

し
込
み　

開
催
予
定
日
の
20
日

前
ま
で
に
直
接
、講
座
担
当
課

申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

▽ 

出
前
講
座
の
主
催
者
は
、
申
し

込
ま
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ

ん
で
す
。参
加
者
へ
の
周
知
、

開
催
当
日
の
受
け
付
け
や
講

座
の
進
行
な
ど
は
、
主
催
者
が

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と

し
た
催
し
や
出
前
講
座
の
目
的

に
そ
ぐ
わ
な
い
場
合
に
は
、
職

員
を
派
遣
し
ま
せ
ん
。

▽ 

講
座
内
容
に
つ
い
て
質
問
や
意

見
交
換
は
受
け
ま
す
が
、
苦
情

や
要
望
を
聞
く
場
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

問 
い
合
わ
せ　

広
聴
広
報
課
（
℡

８
９
２
・
０
１
２
１
）

職員出前講座一覧表①
講座名 内　容 担当課

情報公開･個人情報保護制
度のしくみ

「情報はどうしたら見られるの」「個人情報はどのように保護されているの」な
ど、情報公開制度の利用方法や個人情報の保護制度を分かりやすくお話します。 総務課

楽しく作ろう広報紙 「広報紙ってどんなもの」「記事はどのようにして作るの」など、広報紙の企画
の立て方から取材の仕方、文章の作り方まで、広報紙作りの基本を勉強します。広聴広報課

市の財政健全化計画 市の財政状況や健全化計画の概要や目標を説明します。 財政健全化
推進課市民満足度調査 16年9月に行った「市民満足度に関するアンケート」の結果をお話します。

総合計画とまちづくり 総合計画とはどういうものか。まちづくりの流れから総合計画の位置づけとそ
の概要をお話します。 政策調整課

　

10
月
上
旬
ま
で
に
調
査
員
証
を

携
帯
し
た
調
査
員
が
み
な
さ
ん
の

自
宅
ま
で
、
調
査
票
の
配
布
と
受

け
取
り
に
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査

票
に
も
れ
の
な
い
よ
う
記
入
し
、

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※ 

調
査
票
が
届
い
て
い
な
い
人

は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

調
査
で
調
べ
た
事
柄
は
、
統
計

以
外
の
目
的
で
使
わ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

国
勢
調
査
と
称
し
て
、
世
帯
構

成
や
会
社
の
従
業
員
の
氏
名
な

ど
を
電
話
で
照
会
す
る
「
か
た

り
調
査
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

政
策
調
整
課
（
国

勢
調
査
交
野
市
実
施
本
部　

℡

８
９
２
・
０
１
２
１
）

調査票の記入は
お済みですか
～国勢調査～

　

10
月
１
日
（
土
）、
全
国
一
斉
に

国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
が
対
象
に
な

り
、
回
答
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
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職員出前講座一覧表②
講座名 内　容 担当課

国際交流について
カナダ・コリングウッド市との姉妹都市提携の意義や目的、提携にいたった経
緯のほか、これまでとこれからの訪問団派遣、ホームステイ受け入れや記念事
業など、さまざまな交流についてお話します。 市民活動

推進課区長制度 市の区長制度の沿革と目的についてお話します。

ラウンドテーブルの進め方 初期段階のまちづくりラウンドテーブルについて、進行や運営などの実践を交
えてお話します。

最近の悪徳商法をめぐる相
談事例とその対処法

訪問販売、電話勧誘などの相談事例を使って契約･解約トラブルの実態を明ら
かにし、悪質商法の手口、クーリング･オフや消費者契約法の活用方法を分かり
やすく解説します。

商工観光課
（午前10時
～午後４時）

インターネット･携帯電話
トラブルとその対策

「使っていない情報料を請求された」「料金先払いの商品が届かない。注文品と
違う」などのトラブルが増えています。最近の相談事例を紹介しながらその対策
を分かりやすく解説します。

大丈夫ですか、その儲け話
内職・モニター商法、マルチ（連鎖販売）、投資・利殖商法をめぐる契約トラブル
が急増しています。こうした儲け話の勧誘手口、被害の実態、その対策を分かり
やすく解説します。

多重債務に陥らないために ヤミ金融など悪質業者の勧誘手口、被害実態を明らかにしながら、多重債務に
陥らないためのポイント、その整理方法を分かりやすく解説します。

子どもと契約、消費者教育
小中高生、教職員、保護者を受講対象に、子どもたちの小遣いやカード、身近な
契約をテーマにし、健全な金銭感覚を養い、賢い消費者の育成をめざした分か
りやすい講義を行います。

児童虐待について 児童虐待とはどういうものをいうのか、その発生要因、法律、対応、予防などに
ついてお話します。

社会福祉課現代の子ども環境について 少子化はどうして起こるのか、児童に関する問題(虐待･いじめ･非行など）がな
ぜ増えているのか、その対応法などを考えます。

発達障害について 就学前児童の発達障害とはどういうものか、その問題点や対応についてお話します。

知って得する高齢者のため
のサービスいろいろ 介護保険を含めた高齢者サービスの内容と利用の仕方をお話します。

福祉
サービス課高齢期に利用できる入所施設 介護保険で利用できる施設から有料老人ホームまで、いろいろな施設の利用方法と施設の特徴などをお話します。

知っておきたい障害者のた
めの福祉サービス

支援費制度を含めた障害者のための福祉サービスについて、内容と利用の仕方
をお話します。

健康に関すること(いろい
ろな内容に対応します）

ストレスなどの心の健康、女性特有の更年期の悩み、高齢者の食事や運動・転倒
防止、乳幼児の事故予防･虫歯予防など、いろいろな健康に関する内容を依頼者
の希望を聞きながら分かりやすくお話します。

健康増進課

介護保険ってこんな制度です 介護保険制度の内容と利用の仕方をお話します。 介護保険課

進めよう　ごみの減量 ごみを減らすにはどうしたらいいのか？ごみの分別や出し方、課題を市民のみ
なさんとともに考えます。

廃棄物
対策課

地球温暖化防止～環境家計
簿を付けましょう～ 各家庭での「環境家計簿づくり」を紹介しながら、地球温暖化の問題点を考えます。

環境保全課交野の環境について 毎年行っている環境調査の結果を見ながら、交野の環境をお話します。

子どもエコクラブを作りま
せんか

環境省が事務局となって小･中学生が参加する環境活動のクラブです。クラブが
自主的に、地域のいきもの調査やまちのエコチェックなど、環境に関する活動
をします。そのエコクラブの内容や登録の方法をお話します。

地域主体でまちづくり 地域住民が理想とするまちを住民自身の手でつくるための手法などを紹介します。都市計画課

わが家の防災対策 災害はいつ、どこで、どんな大きさで起こるか、事前に知ることは困難です。いざとい
うときに落ち着いて行動できるよう、災害に対する予防と対処をお話します。 防災安全課

人権ってなに？ 「人権問題は難しい･･･」「自分には関係ない･･･」という声を良く聞きます。本当
にそうでしょうか。さまざまな人権問題を通して「人権とはなにか」を考えます。

人権政策課
男女共同参画社会をめざして 11年6月に施行された「男女共同参画社会基本法」の基本理念を中心に、大阪府男女共同参画推進条例や市の取り組みをお話します。

絵本の読み聞かせ 絵本を上手に読み聞かせるコツを実技と講義で学びます。 図書館

普通救命講習を受講しよう 病気などで身近な人の呼吸や心臓が止まったとき、救急車が来るまでの間の救
命手当を3時間の講習で学びます。(実施場所は、消防本部となります） 消防本部

歴史民俗資料展示室の見学 倉治の教育文化会館内にある「歴史民族資料展示室」で、展示物の解説をします。 文化財
事業団

一覧表にないもの 「こんな話が聞きたい」というものがあれば、気軽に相談ください。調整の上、
可否を連絡します。 広聴広報課
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10
月
１
日
（
土
）か
ら
、
ゆ
う
ゆ

う
バ
ス
の
運
行
時
刻
を
変
更
し
ま

す
。こ
れ
は
、
近
年
の
交
通
事
情

の
悪
化
に
よ
る
も
の
で
、
下
記
の

運
行
表
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
（
℡

８
９
３
・
６
４
０
０
）

郡津方面コース運行表
停留所 運行時刻

ゆうゆうセンター ：00
NTT交野 ：04
交野市駅前 ：05
梅が枝 ：07
郡津駅前 ：11
郡津公民館 ：15
幾野2丁目 ：17
市役所 ：20
いきいきランド ：24
私部会館 ：28
ファミリーレストラン前 ：30
天野が原町1丁目 ：32
ゆうゆうセンター ：35

倉治方面コース運行表
停留所 運行時刻

ゆうゆうセンター ：00
創価会館 ：05
寺南川橋 ：06
ワーキングエリア前 ：08
神宮寺集荷場 ：11
松塚上池 ：12
山手集会所 ：13
倉治7丁目 ：15
倉治公民館 ：17
南倉治バス停 ：21
幾野 ：23
私部6丁目 ：24
市役所 ：26
私部8丁目 ：30
青山（きさべ作業所） ：34
いきいきランド ：38
ゆうゆうセンター ：42

星田方面コース運行表
停留所 運行時刻

ゆうゆうセンター ：00
私市6丁目 ：06
藤が尾2丁目 ：08
藤が尾会館 ：09
藤が尾6丁目 ：10
星田出張所 ：12
星田保育園前 ：17
きんもくせい老人ホーム ：19
傍示川橋 ：20
星田西（ふれあいプラザ） ：23
星田山手3丁目 ：25
南星台4丁目 ：28
妙見東2丁目 ：30
妙見東1丁目 ：32
妙見坂 ：34
藤が尾2丁目 ：35
ゆうゆうセンター ：40
いきいきランド ：44
ゆうゆうセンター ：48

ゆうゆうバスの
運行時刻を変更

「ゆうゆうセンター」出発時刻
（各コース共通）
8：00 9：00 10：00
12：00 13：00 14：00
15：00 16：00 17：00

　

市
は
、
18
年
４
月
１
日
か
ら

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る

に
あ
た
っ
て
、
自
転
車
駐
車
場

の
管
理
者
の
候
補
者
選
定
を
非

公
募
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
自
転
車
駐
車
場
の

運
営
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の

雇
用
な
ど
市
の
福
祉
施
策
を

補
っ
て
き
た
役
割
が
大
き
く
、

ま
た
、
現
在
こ
の
施
設
を
管
理

し
て
い
る
団
体
な
ど
が
引
き
続

き
管
理
す
る
こ
と
で
、
安
定
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
と
事

業
効
果
が
相
当
程
度
期
待
で
き

る
と
判
断
し
た
た
め
で
す
。

施
設
名　

自
転
車
駐
車
場

住 　

所　

私
部
３

－

１
３
４
９

－

２（
他
13
か
所
）

施 　

設　

市
内
14
か
所
の
自
転

車
駐
車
場

担
当
課　

防
災
安
全
課

﹇
指
定
管
理
者
制
度
Ｑ
＆
Ａ
﹈

Ｑ 　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
の

メ
リ
ッ
ト
は

Ａ 　

公
の
施
設
の
管
理
に
民
間

事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
活

力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
コ
ス
ト
の
削
減
や

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
期
待

で
き
ま
す
。

Ｑ 　

こ
れ
ま
で
の
管
理
委
託
制

度
と
の
違
い
は

Ａ 　

管
理
委
託
制
度
は
、
市
と

の
契
約
に
基
づ
い
て
具
体
的

な
管
理
事
務
・
業
務
の
執
行

を
行
う
も
の
で
、
施
設
を
管

理
す
る
権
限
は
市
に
あ
り
ま

し
た
。指
定
管
理
者
制
度
で

は
、
そ
の
権
限
を
代
行
さ
せ

る
も
の
で
、
使
用
許
可
な
ど

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ 　

誰
で
も
指
定
管
理
者
に
な

れ
る
の

Ａ 　

こ
れ
ま
で
は
、
公
共
団
体

や
公
共
的
団
体
な
ど
に
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
、
民
間
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
も
認
め
ら
れ
ま
す
。

（
個
人
は
除
く
）

自転車駐車場
指定管理者の候補者
選定は非公募
問 い合わせ

財政健全化推進課
（℡892・0121）
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今
年
も
老
人
福
祉
大
会
を
開
催

し
ま
す
。 老人福祉大会

10月 8日（土）
星の里いわふね

送迎バス時刻表
車名 リボン 停車場（所） 時刻

1号
（2台）ピンク

南倉治バス停前 11:30
市立第二中学校前 11:40
郡津消防分団車庫前 11:45

2号 水色

星田山手入り口 11:40
平和台霊園前 11:45
JR星田駅バス停 11:48
星田バス停 11:50
北星田バス停 11:55

3号 緑色
私市3丁目バス停 11:30
妙見口バス停（交野方面ゆき） 11:35
藤が尾2丁目バス停 11:40

5号 赤色
喫茶「のんのん」前（私部） 11:40
さくら丘住宅バス停（天野が原町） 11:45

6号
（2台） 白色

住吉神社前 11:45
青年の家前 11:50

7号 紫色 寺南川橋前 11:50

マイク
ロバス 茶色

神宮寺集出荷場前 11:45
寺南川橋前 11:50

8号 黄色

府道交野久御山線大阪ガス交野ステー
ション前（時計台） 11:40

青山2丁目信号南側 11:45
森北1丁目交差点南側「お好み焼き
ムーミン」前 11:50

10号 黄緑色
松塚「池田医院」前 11:40
梅が枝南信号「はるやま」前 11:45

11号 オレン
ジ色

妙見東2丁目「ゆうゆうバス停」前 11:40
南星台4丁目「ゆうゆうバス停」前 11:45
星田西団地「ピーコック」前 11:50
星田山手3丁目「ゆうゆうバス停」前 11:55

※大会終了後、乗ってきたバスでお送りします。

　

演
芸
発
表
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
ゆ
っ
く
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

と 　

き　

10
月
８
日（
土
）午
後
０

時
30
分
〜
午
後
４
時

と 

こ
ろ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね
体
育

室
対 　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

※ 

当
日
は
、
左
表
の
と
お
り
送
迎

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

問 
い
合
わ
せ　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
課

（
℡  
８
９
３
・
６
４
０
０
）

［プログラム］（司会：川畑尚子）
第1部　式典
第2部　演芸発表
　　　　（各単位老人クラブの代表者）
第3部　アトラクション
　　　　〈漫才〉和光亭幸助・福助
　　　　〈ものまねショー〉ひばり
　　　　（美空ひばりのそっくりさん）

Ｑ 　

 

利
用
料
金
は
ど
う
な
る
の

Ａ 　

利
用
料
金
は
、
指
定
管
理

者
が
条
例
の
範
囲
内
で
決

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。現

在
の
利
用
料
金
は
一
部
を
除

き
、変
更
し
ま
せ
ん
。

Ｑ 　

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
は
な

ら
な
い
の

Ａ 　

次
の
方
法
で
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
確
保
し
ま
す
。①
現
在

の
サ
ー
ビ
ス
を
基
準
に
指
定

管
理
者
を
決
定
し
ま
す
。②

市
は
、指
定
管
理
者
に
対
し
、

業
務
や
経
理
の
報
告
を
求

め
、
実
地
調
査
を
行
い
必
要

な
指
示
を
し
ま
す
。指
示
に

従
わ
な
い
場
合
や
管
理
を
継

続
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い

と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
指

定
の
取
り
消
し
や
管
理
業
務

の
停
止
を
命
じ
ま
す
。

Ｑ 　

個
人
情
報
の
保
護
は
ど
う

な
る
の

Ａ 　

市
の
個
人
情
報
保
護
条
例

に
罰
則
規
定
を
新
た
に
盛
り

込
み
、市
と
指
定
管
理
者
の
間

で
個
人
情
報
の
保
護
が
順
守

さ
れ
る
体
制
を
設
け
ま
し
た
。

市議会の議長・副議長・
監査委員が決まりました

　市議会は、第 3回議会定例会で、議長に
岩本健之亮議員（公明党）、副議長に谷巖議
員（市民クラブ）を選出しました。また、監
査委員は渡辺利雄議員（自由民主党）が選任
同意されました。
問い合わせ　議会事務局（℡   892・0121）

議　長
岩本健之亮議員

副議長
谷巖議員

監査委員
渡辺利雄議員
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文化祭開催にともなう施設利用の案内
10月 11月
31 1 2 3 4 5 6 7 8
月 火 水 木 金 土 日 月 火

青年の家
準備のため休館 通常休館 文化祭展示の部 通常休館 臨時休館武道館

学びの館
文化財事業団 通常休館 通常休館

星の里いわふね 通常休館 文化連盟設立
30周年記念式典

文化祭
発表の部 通常休館

青年の家図書室 通常休室 通常休館 通常休室

　

交
野
市
文
化
連
盟
は
、
11
月
４

日
（
金
）〜
６
日
（
日
）、「
歴
史
の

街　

文
化
咲
か
せ
て　

30
年
」を

テ
ー
マ
に
第
29
回
交
野
市
文
化
祭

を
開
催
し
ま
す
。

　

文
化
祭
は
、
市
民
の
幅
広
い
文

化
活
動
が
一
斉
に
発
表
さ
れ
る
市

内
最
大
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

み
な
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
創
作
活
動

や
学
習
の
成
果
を
じ
っ
く
り
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課
（
℡

８
９
２
・
７
７
２
１
）

第29回交野市文化祭
「歴史の街　文化咲かせて　30年」

交野市文化連盟設立30周年

［発表の部］
と 　き　11月5日（土）・6日（日）午前10時～午後4
時
ところ　星の里いわふね
内 　容　民謡・歌謡・三味線・琵琶・邦楽・詩吟・舞踊・
仕舞・バレエ・チアリーディング・ジュニア吹奏楽・
少年少女合唱団など

［展示の部］
と 　き　11月4日（金）～6日（日）午前9時30分～
午後4時30分（6日は午後3時まで）
と ころ　青年の家、学びの館、武道館
内 　容　児童作品・日本画・洋画・手芸・工芸・陶芸・写
真・盆栽・書道・その他創作による作品など
※ 「日本南画の展示室」を期間中に青年の家で特別開
室します。

　

今
年
は
、
文
化
連
盟
設
立
30

周
年
記
念
の
文
化
祭
で
す
。毎

年
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
発
見
や
刺

激
、
新
し
い
出
会
い
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
、
い
つ

ま
で
も
健
康
で
充
実
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
今
後
も
「
生
涯

学
習
・
一
生
初
心
」で
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

実
行
委
員
長　

水
野
護
さ
ん

﹇
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
﹈

　

11
月
５
日（
土
）・
６
日（
日
）は
、

交
野
市
駅
〜
青
年
の
家
〜
河
内
磐

船
駅
北
ロ
ー
タ
リ
ー
〜
星
の
里
い

わ
ふ
ね
間
で
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。所
要
時
間
は
約
25

分
で
す
。

交 

野
市
駅
発

　

 

午
前
９
時
10
分
・
午
前
11
時
10

分
・
午
後
１
時
10
分

星
の
里
い
わ
ふ
ね
発

　

 

午
前
10
時
・
正
午
・
午
後
２
時
・

午
後
４
時
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市民文化財講座
「第二京阪道路の発掘調査で

わかったこと」

　

市
内
の
第
二
京
阪
道
路
予
定

地
で
は
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。発
掘
さ
れ

た
遺
構
や
遺
物
の
詳
し
い
説
明
に

つ
い
て
、
㈶
大
阪
府
文
化
財
セ
ン

タ
ー
の
発
掘
担
当
職
員
を
講
師
に

迎
え
、講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と 　

き　

10
月
12
日（
水
）・
19
日

（
水
）午
後
７
時
〜
午
後
９
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

定　

員　

先
着
１
０
０
人

資
料
代　

３
０
０
円

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

３
日（
月
）か
ら
文
化
財
事
業
団

（
℡  
８
９
３
・
８
１
１
１
）

﹇
私
部
南
遺
跡
﹈

　

私
部
南
・
向
井
田
地
区
に
所
在

す
る
遺
跡
で
、「
い
き
い
き
ラ
ン
ド

交
野
」北
側
で
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。調
査
地
周
辺
は
南
東
か
ら

北
西
に
か
け
て
伸
び
る
段
丘
と
そ

の
間
に
切
れ
込
ん
だ
谷
状
地
形
の

上
に
あ
り
ま
す
。縄
文
時
代
後
期

後
半
か
ら
弥
生
時
代
前
期
に
か
け

て
の
自
然
流
路
や
弥
生
時
代
前
期

後
半
新
段
階
の
竪
穴
住
居
１
棟
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。ま
た
弥
生
時

代
中
期
前
半
に
は
水
田
開
発
が
行

わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
古

墳
時
代
後
期
に
か
け
て
、
数
度
の

洪
水
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
そ
の

都
度
復
旧
し
、
耕
作
さ
れ
た
小
区

画
の
水
田
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。

﹇
上
の
山
遺
跡
﹈

　

天
野
川
西
側
の
細
長
い
段
丘
上

に
あ
る
旧
石
器
時
代
か
ら
中
世
に

か
け
て
の
複
合
遺
跡
で
す
。16
年

度
の
調
査
で
、
弥
生
時
代
中
期
後

半
の
独
立
棟
持
柱
を
も
つ
大
型
掘

立
柱
建
物
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

建
物
の
特
徴
は
、
建
物
か
ら
離
れ

た
位
置
に
あ
る
棟
持
柱
で
、
大
き

く
張
り
出
し
た
屋
根
を
支
え
る
こ

と
で
す
。国
史
跡
の
池
上
曽
根
遺

跡（
和
泉
市
・
泉
大
津
市
）で
も
同

じ
構
造
の
建
物
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。特
殊
な
建
物
と
し
て
「
祭

殿
」や
「
集
会
所
」な
ど
で
あ
っ
た

と
す
る
意
見
も
あ
り
ま
す
。見
晴

ら
し
の
よ
い
場
所
に
建
て
ら
れ

た
、
か
な
り
高
く
て
立
派
な
屋
根

を
も
つ
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
建
物
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
所
有
の
不
動
産（
下
表
参
照
）

を
売
却
す
る
た
め
、
一
般
競
争
入

札
を
行
い
ま
す
。参
加
を
希
望
す

る
人
は
、
事
前
に
入
札
の
実
施
要

領
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

11
月
17
日（
木
）午
後
１

時
30
分

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
３
階　

中

会
議
室

売
却
不
動
産　

下
表
参
照

﹇
一
般
競
争
入
札
実
施
要
領
﹈

配 

布
期
間　

10
月
３
日（
月
）〜
11

月
４
日（
金
）午
前
９
時
〜
午
後

５
時
30
分（
土
曜
・
日
曜
日
、祝

日
は
除
く
）

配 
布
場
所　

財
政
健
全
化
推
進

売却不動産

番号 場所（地番） 地目 面積 最低売却価格 用途地域

1 倉治6丁目1293－7 宅地 227.11㎡ 24,040,000円 第一種低層住居専用地域

2 倉治7丁目2423－27 宅地 121.00㎡ 15,290,000円 第二種中高層住居専用地域

3 森北1丁目30 宅地 344.51㎡ 41,920,000円 第二種住居地域

4 星田7丁目2077－6 雑種地 163.00㎡ 20,570,000円 第一種低層住居専用地域

※4号物件については、入札日までに地目を「宅地」に、面積を「163.29㎡」に変更予定。

市所有の不動産を売却

課
（
市
役
所
本
館
２
階
）か
、
同

課
公
有
地
活
用
処
分
係
（
市

役
所
別
館
２
階　

土
地
開
発

公
社
内
）。
ま
た
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city. 

katano.osaka.jp/

）

問 

い
合
わ
せ　

同
課
公
有
地
活
用

処
分
係（
℡  
８
９
２・
０
１
２
１
）

▼  

弥生時代前期の竪穴住
居跡（私部南遺跡）

独立棟持柱をもつ大型
掘立柱建物イメージ図
（上の山遺跡）

▼

（写真・図ともに㈶大阪府文化財センター提供）



　

ア
ウ
ト
ド
ア

電話番号案内
市役所 ℡892・0121

本
　
　
館

　 市民課、市民総合窓口担当、
国民健康保険課、税務課、
　会計室、商工観光課、総務課、
　秘書課、広聴広報課、財政課、
　 人事課、市民活動推進課、
　政策調整課、人権政策室、
　 財政健全化推進課、
　行政委員会事務局、
　議会事務局、幼児対策室

℡892・0121

別
　
館

　 防災安全課、道路河川課、
　農とみどり課、下水道課、
　廃棄物対策課、環境保全課、
　都市計画課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局、
　土地開発公社

℡892・0121

星田出張所 ℡891・2031
ゆうゆうセンター ℡893・6400
　 社会福祉課、福祉サービス課、
　介護保険課、社会福祉協議会 ℡893・6400

　健康増進課 ℡893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡892・3077
ボランティアセンター ℡894・3737
環境事業所（ごみ） ℡892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡891・5374
乙辺浄化センター（し尿） ℡892・2472
リサイクルセンター ℡893・8651
青年の家 ℡892・7721
　 社会教育課、青少年育成課、
　生涯スポーツ課 ℡892・7721

　 教育総務課、保健給食課 ℡810・0530
　学務課、指導課、人権教育指導室 ℡810・0522
星の里いわふね ℡893・3131
星田西体育施設 ℡893・7721
第 1児童センター ℡893・1144
いきいきランド交野 ℡894・1181
倉治図書館 ℡891・1825
教育文化会館 ℡810・6667
文化財事業団 ℡893・8111
いきものふれあいセンター ℡893・6520
消防本部・署 ℡892・0119
　 総務課、予防課、警備課 ℡892・0119
水道局 ℡891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　新浄水施設整備室 ℡891・0016

水道サービス株式会社 ℡894・0105
シルバー人材センター ℡893・0430

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

　

お
お
さ
か

　
「
山
の
日
」ハ
イ
ク

と 　

き　

11
月
12
日
（
土
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

※ 

雨
天
の
場
合
は
翌
週
に
延
期
し

ま
す
。

集 　

合　

午
前
８
時
30
分
に
津
田

地
蔵
池
オ
ア
シ
ス
広
場

※ 

当
日
、
Ｊ
Ｒ
津
田
駅
で
案
内
図

を
配
布
し
ま
す
。

対 　

象　

小
学
校
高
学
年
以
上
で

日
帰
り
登
山
の
経
験
が
あ
る
健

康
な
人
（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
）

定　

員　

１
０
０
人

参 

加
費

▽
大
人（
中
学
生
以
上
）５
０
０
円

▽
子
ど
も
３
０
０
円

持
ち
物　

弁
当
、水
筒
、雨
具

申 

し
込
み　

10
月
３
日
（
月
）
〜

31
日（
月
）に
電
話（
平
日
の
み

受
け
付
け
）
か
、
フ
ァ
ク
ス
・

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
雨
天
延
期
時
の
参

加
有
無
を
記
入
し
、
〒
５
８
１

－

０
０
０
５　

八
尾
市
荘
内

町
２

－

１

－

36　

府
中
部
農

と
緑
の
総
合
事
務
所

問 

い
合
わ
せ　

同
事
務
所
（
℡
０ 

７
２
９
・
94
・
１
５
１
５　

℻

０
７
２
９
・
91
・ 

８
２
８
１
） 

けいはんな
フィールドミュージアム2005

と　き　10月 30日（日）午前９時～午後０時 30分
と ころ　けいはんなプラザ（京都府相楽郡精華町光台1－7）
テーマ　「関西学研都市を知ろう、けいはんな線を歩こう」
内 　容　都市の現状の紹介、奈良県生駒市で開催される、け
いはんな線の線路内を歩くイベント「若楽若楽ウオーク」
に合流参加
対　象　小学生以上（小学生のみの場合は保護者同伴）
定　員　100人（多数の場合は抽選）
参加費　100円（保険代）
申 し込み　10月12日（水）までにホームページかファクス、
往復はがきで㈶関西文化学術研究都市推進機構「けいは
んなフィールドミュージアム」係
問 い合わせ　同係（〒 619 － 0237　京都府相楽郡精華
町 光 台 1 － 7　℡0774・95・5105　 ℻ 0774・95・
5104　url:http://www.kri.or.jp/）

アウトドア
　 おおさか「山の日」ハイク
　 きのこウオッチング

スポーツ
　 らくらく水泳教室
　 市民スポーツデー内容の訂正

  けいはんなフィールドミュージアム
  図書館アルバイト登録者募集
  秋のパソコン教室

17.10.01 (12)
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き
の
こ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

と 　

き　

10
月
29
日(

土)

午
前

9
時
〜
午
後
3
時

集 　

合　

午
前
9
時
に
河
内
磐
船

駅
前

内 　

容　

里
山
や
、い
き
も
の
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
キ
ノ
コ

採
取
や
キ
ノ
コ
に
つ
い
て
勉
強

参
加
費　

無
料

持 

ち
物　

雨
具
・
弁
当
・
お
茶
・

キ
ノ
コ
が
崩
れ
に
く
い
か
ご
ま

た
は
袋

講 　

師　

農
学
博
士
・
関
西
菌
類

談
話
会　

下
野
義
人
さ
ん

申
し
込
み　

当
日
集
合
場
所

問 

い
合
わ
せ　

い
き
も
の
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ース

ポ
ー
ツ

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

内
容
の
訂
正

　

第
28
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

「
親
子
で
サ
ッ
カ
ー
（
交
野
市
サ

ッ
カ
ー
連
盟
主
催
）」
の
内
容
を

左
記
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま

す
。

と 　

き　

10
月
９
日
（
日
）
午
前

９
時
〜（
雨
天
中
止
）

と 
こ
ろ　

私
部
公
園
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド

対　

象　

小
学
生
と
保
護
者

内 　

容　

親
子
で
サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー

ム
▽
５
・
６
年
生（
午
前
９
時
）

▽
１
・
２
年
生（
午
前
10
時
30
分
）

▽
３
・
４
年
生（
午
前
11
時
30
分
）

申 

し
込
み　

10
月
７
日
（
金
）
ま

で
に
青
年
の
家

問
い
合
わ
せ　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

　

ら
く
ら
く
水
泳
教
室

　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野
で
は
、

障
害
者（
児
）を
対
象
に
し
た「
ら

く
ら
く
水
泳
教
室
」
を
開
催
し
ま

す
。

と 　

き　

10
月
29
日
（
土
）
〜
12

月
３
日
（
土
）
の
毎
週
土
曜
日

と
こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

　

わ
く
わ
く
プ
ー
ル

ク
ラ
ス
・
対
象

▽ 

知
的
障
害
者
ク
ラ
ス
（
午
前
10

時
〜
10
時
50
分
）
＝
療
育
手
帳

を
持
つ
小
学
生
以
上
の
人

▽ 

肢
体
不
自
由
者
ク
ラ
ス
（
午
前

11
時
〜
11
時
50
分
）
＝
障
害
者

手
帳
を
持
つ
小
学
生
以
上
の
人

※ 

い
ず
れ
も
小
・
中
学
生
や
、
16

歳
以
上
で
介
助
が
必
要
な
人
は

介
助
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

定　

員　

各
15
人

内 　

容　

そ
れ
ぞ
れ
の
泳
力
や
目

的
に
あ
わ
せ
て
、
水
慣
れ
か
ら

泳
法
ま
で
を
指
導
。
ま
た
、
体

力
の
強
化
や
集
団
活
動
へ
の
対

応
な
ど

参
加
費　

５
０
０
０
円（
全
６
回
）

申 

し
込
み　

参
加
費
、
印
鑑
、
障

害
者
手
帳
か
療
育
手
帳
を
持
参

し
、
10
月
８
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
か
ら
、
わ
く
わ
く
プ
ー

ル
フ
ロ
ン
ト
（
平
日
は
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分
、
日

曜
日
・
祝
日
は
午
後
５
時
ま
で
、

火
曜
日
は
休
館
）

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

わ
く
わ
く
ス
イ
ミ

ン
グ
教
室
（
℡  
８
９
４
・
１
１ 

８
７
）

とき・コース・内容　右表
と ころ　青年の家2階　コンピュータ
研修室

対 　象　18 歳以上の市内在住・在勤
の人で、4日とも参加できる人

定　員　各 20人（多数の場合は抽選）
受講料　各 8,000 円
持 ち物　筆記用具、年賀状かカード（印
刷可能なもの）

申 し込み　往復はがきに希望コース
（①か②を明記）・住所・氏名（ふり
がな）・電話番号を記入し、10 月
17日（月）〈消印有効〉までに、〒
576ー 0052 交野市私部 2ー 29ー
1　交野市体育文化協会「パソコン
教室」係

※はがき 1枚につき、1コースの応募
になります。

※ 同一コースの複数応募はできません。
問い合わせ　同係 (℡   892・7721)

A「初めてのパソコン教室」（3時間× 4日）
11月 15日（火）

～18日（金）
①   9：30 ～ 12：30
② 13：30～ 16：30

▽パソコンって？

▽文字を入力

▽インターネットって？

▽年賀状・カードづくり
B「ワード・エクセル教室」（3時間× 4日）

12 月 6日（火）
～ 9日（金）

①   9：30 ～ 12：30
② 13：30～ 16：30

▽ワードの基礎

▽ワードの編集・
　ワードアート

▽エクセルの基礎

▽  好きな画像で年賀状・
カードづくり

C「デジタルカメラ活用教室」（3時間× 4日）

12月 13日（火）
～16日（金）

①   9：30 ～ 12：30
② 13：30～ 16：30

▽写してみようデジカメ

▽撮影の仕方と
　デジカメの基礎

▽  パソコンに接続して取
り込む

▽撮影した画像で
　年賀状・カードづくり

秋のパソコン教室 対 　

象　

市
内
在
住
で
、
図
書
館
司

書
（
補
）
の
資
格
を
持
っ
て
い
る

20
歳
か
ら
30
歳
ぐ
ら
い
の
人

勤 

務
時
間　

土
・
日
曜
日
ま
た
は
週
５

日
な
ど
、午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

勤
務
場
所　

市
内
図
書
館（
室
）

申 

し
込
み　

履
歴
書
・
資
格
証
明

書
（
コ
ピ
ー
可
）
を
青
年
の
家
図

書
室
ま
で
持
参
、ま
た
は
郵
送

問
い
合
わ
せ　

青
年
の
家
図
書
室

図
書
館
（
室
）
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者
募
集
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教　
育

教　育
　 ふれあいゲームと映画会希望募集
　 就学時健康診断

人　権
　 環境と人権パネル展
　 ためになる法律相談所

福　祉
　 戦没者追悼式典
　 恩給欠格者・引揚者のみなさんへ
 　愛の献血

  青少年コーナー
  講演会「われは湖の子、琵琶湖の漁師」
  わんわんフォーラム 2005

青少年コーナー
たのしかったね「交野まつり」

　

今
年
も
８
月
６
日(

土)

と
７

日(

日)

に
、第
22
回「
交
野
ま
つ

り
」が
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
少
年
指
導
員
会
で
は
、
参
加

者
の
安
全
と
無
事
を
見
守
る
た

め
、
会
場
パ
ト
ロ
ー
ル
の
仕
事
を

受
け
持
つ
と
と
も
に
、
か
き
氷
や

ジ
ュ
ー
ス
の
販
売
、
ス
ー
パ
ー
ボ

ー
ル
す
く
い
で
模
擬
店
に
も
参
加

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
朝
か
ら
蒸
し

暑
く
、
人
々
が
集
ま
り
だ

し
、
に
ぎ
や
か
に
な
り
か

け
た
こ
ろ
に
、
昨
年
に
も

増
し
て
の
大
変
な
雷
雨

と
疾
風
が
吹
き
荒
れ
、
模

擬
店
の
テ
ン
ト
の
中
ま

で
水
浸
し
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

雷
に
よ
る
事
故
も
伝

え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
近

く
に
い
た
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に

テ
ン
ト
の
中
に
避
難
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
ス
ー
パ
ー
ボ

ー
ル
す
く
い
は
、
大
人
気
で
、
テ

ン
ト
内
は
大
き
な
雷
鳴
を
気
に

せ
ず
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く

い
に
熱
中
す
る
子
ど
も
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
気
に
入
っ
た
子

ど
も
が
、
何
度
も
来
て
く
れ
て
、

本
当
に
う
れ
し
い
限
り
で
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
も
青
少
年
指
導
員

会
の
模
擬
店
に
は
、
子
ど
も
プ
ラ

ン
（
青
少
年
育
成
課
が
主
催
す
る

子
ど
も
体
験
活
動
。子
ど
も
た
ち

が
休
日
を
利
用
し
て
地
域
の
人
や

自
然
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
ま
す
）
の

子
ど
も
た
ち
約
20
人
が
協
力
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
初
め

な
か
な
か
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
の
声
が
出

せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
慣

れ
る
に
従
っ
て
、｢

か
き

氷
、
い
か
が
で
す
か｣

が

言
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
自
分
た
ち
で
、

お
釣
り
を
出
し
や
す
い

よ
う
に
と
お
金
を
数
え
、

な
ら
べ
る
工
夫
を
し
て
い
る
グ
ル

ー
プ
も
あ
り
、
感
心
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
仕
事
体
験
を
通
し
て
、
ち

ょ
っ
ぴ
り
で
す
が
働
く
こ
と
へ
の

楽
し
さ
や
喜
び
を
感
じ
取
っ
て
も

ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

交
野
市
青
少
年
指
導
員
会
広
報
部

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

　

ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ム
と
映
画
会

　

へ
の
希
望
を
募
集

　

青
少
年
指
導
員
会
は
、
18
年
２

月
19
日（
日
）に
開
催
予
定
の「
第

17
回
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ム
と
映
画

会
」
で
、
や
り
た
い
ゲ
ー
ム
や
見

た
い
映
画
な
ど
に
つ
い
て
の
希
望

を
募
集
し
ま
す
。

　

採
用
さ
れ
た
人
に
は
記
念
品
を

贈
り
ま
す
。

申 

し
込
み　

10
月
28
日
（
金
）〈
消

印
有
効
〉
ま
で
に
、
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ゲ
ー
ム
内
容
・
見
た
い
映

画
の
タ
イ
ト
ル
を
記
入
し
、
〒

５
７
６

－

０
０
５
２　

私
部

２

－

29

－

１　
「
ふ
れ
あ
い
ゲ

　

就
学
時
健
康
診
断

　

18
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
児
童
の
健
康
診
断
を
行
い
ま

す
。
こ
の
健
康
診
断
は
、
学
校
保

健
法
に
も
と
づ
き
、
就
学
予
定
者

に
あ
ら
か
じ
め
健
康
診
断
を
行

い
、
就
学
予
定
者
の
健
康
状
況
を

把
握
し
て
保
健
上
必
要
な
助
言

を
行
う
た
め
の
も
の
で
、
就
学
の

場
を
決
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
受
診
を
強
制
す
る
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

該
当
の
児
童
に
は
、
と
き
・
と

こ
ろ
を
指
定
し
た
健
診
通
知
の
は

が
き
を
郵
送
し
ま
す
。

と 

き
・
と
こ
ろ　

下
表
（
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
）

対 　

象　

11
年
４
月
２
日
〜
12
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
児
童

内 　

容　

歯
科
検
診
と
歯
科
カ
リ

オ
ス
タ
ッ
ト
検
査

※ 

内
科
健
診
は
後
日
、
医
療
機
関

で
受
診
。詳
し
く
は
会
場
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※ 

次
の
よ
う
な
と
き
は
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
は
が
き
が
届
か
な
い

▽ 

17
年
10
月
１
日
以
降
に
転
入

（
は
が
き
は
届
き
ま
せ
ん
）

▽ 

当
日
に
健
康
診
断
を
受
け
ら
れ

な
い

▽
事
前
に
何
か
相
談
を
希
望
す
る

問
い
合
わ
せ　

保
健
給
食
課

と　

き

と
こ
ろ

10月
17
日（
月
）
妙
見
坂
小

19
日（
水
）
交
野
小

24
日（
月
）
私
市
小

25
日（
火
）
倉
治
小

26
日（
水
）
長
宝
寺
小

31
日（
月
）
旭
小

11 月
２
日（
水
）
星
田
小

７
日（
月
）
岩
船
小

８
日（
火
）
郡
津
小

14
日（
月
）
藤
が
尾
小

21
日（
月
）
予
備
日
：
ゆ
う

ゆ
う
セ
ン
タ
ー

ー
ム
と
映
画
会
」係

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課
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人　
権

福　
祉

　

環
境
と
人
権
パ
ネ
ル
展

　
「
愛
華
ち
ゃ
ん
の
地
球
の
秘
密
」

　

こ
の
作
品
は
、
脳
内
出
血
に
よ

り
、
わ
ず
か
12
歳
で
亡
く
な
っ
た

坪
田
愛
華
さ
ん
が
生
前
に
描
い
た

地
球
環
境
問
題
の
漫
画
で
す
。環

境
破
壊
の
現
状
、
環
境
保
護
の
大

切
さ
な
ど
が
、
素
直
で
鋭
い
視
点

で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

と 　

き　

10
月
12
日
（
水
）
〜
16

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
30
分
（
16
日
は
午
後
４
時
30

分
ま
で
）

と 

こ
ろ　

青
年
の
家
１
階　

ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ　

人
権
教
育
指
導
室

講演会
「われは湖の子、琵琶湖の漁師」

　21 世紀は「環境と人権の世紀」といわ
れています。琵琶湖の生態系という身近
な話題から、環境と人権について考えま
す。
と 　き　10 月 29 日（土）午後 1時 30 分
～３時 30分（午後 1時開場）

と ころ　ゆうゆうセンター４階　多目的ホ
ール

定　員　先着 100人
参加費　500円
講 　師　滋賀県漁業協同組合連合青年会理
事　戸田直弘さん

主　催　市人権啓発推進協議会
申 し込み・問い合わせ　電話または、フ
ァクスに住所、氏名、電話番号を記入
し、同協議会（人権政策室内　℻   891・
5046）

わんわんフォーラム 2005
～人と犬との共生を目指して～

とき・内容

▽  10 月 30 日（日）午前 10 時
～正午＝　「パネルディスカ
ッション」と「犬の飼い方教
室」

※ あわせて写真による子犬の新
しい飼い主探しを行います。

▽  11 月 20 日（日）・26日（土）
午後 1 時～午後 4 時＝　「犬
のしつけ方教室」

ところ　四條畷保健所
テ ーマ　「犬に関する苦情をなくして、住みよい環境に
するために」
対 　象　犬のしつけに関心のある人、これから犬を飼
う人、飼えない子犬を持っている人
申 し込み・問い合わせ　四條畷保健所衛生課（℡  
878・1021）

　

戦
没
者
追
悼
式
典

　

過
去
の
戦
争
で
戦
没
し
た
人
々

に
対
し
、
追
悼
の
意
を
捧
げ
、
恒

久
平
和
へ
の
誓
い
を
こ
め
て
、
戦

没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

と 　

き　

10
月
28
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

交
流
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

　

恩
給
欠
格
者

　

引
揚
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金
は
、
次
の
人
に
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
な
ど
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。
市
社
会
福
祉
課
で

請
求
書
類
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
人
は
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

▽ 

旧
軍
人
ら
で
恩
給
な
ど
を
受
け

て
い
な
い
恩
給
欠
格
者
の
人

▽ 

終
戦
に
と
も
な
い
本
邦
以
外
の

地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
人

※ 

資
格
要
件
な
ど
の
詳
し
い
問
い

合
わ
せ
は
、
同
基
金
へ
お
願
い

し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

同
基
金
（
℡  

０
１
２
０・
２
３
４・
９
３
３

url:http://w
w
w
.heiw

a.go.
jp/

）

　

愛
の
献
血

　

市
献
血
推
進
協
議
会
は
、
次
の

と
お
り
献
血
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

と 　

き　

10
月
６
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
4

時
30
分

と
こ
ろ　

Ａ
コ
ー
プ
星
田
店

※ 

本
人
確
認
の
た
め
身
分
を
証
明

す
る
も
の（
免
許
証
・
保
険
証
・

学
生
証
な
ど
）
の
提
示
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

　

 

講
話
と
フ
リ
ー
ト
ー
ク

「
た
め
に
な
る
法
律
相
談
所
」

と 　

き　

10
月
20
日
（
木
）
午
後

１
時
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

体
験
学
習
室

テ 

ー
マ　

近
隣
へ
の
迷
惑
と
法
律

問
題

※ 

講
演
後
、
法
律
相
談
（
若
干
名
）

も
受
け
付
け
ま
す
。

※ 

手
話
通
訳
・
保
育
（
予
約
制
。

申
し
込
み
は
10
月
13
日
（
木
）

ま
で
に
人
権
政
策
室
）
も
あ
り

ま
す
。

定　

員　

70
人

講　

師　

弁
護
士　

藤
井
薫
さ
ん

主　

催　

市
、大
阪
弁
護
士
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

人

権
政
策
室
（
℻  
８
９
１
・ 

５
０ 

４
６
）
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福　
祉

　

高
齢
者
虐
待
を

　

防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

高
齢
者
虐
待
は
、
決
し
て
他
人

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
に
で
も

起
こ
り
う
る
問
題
で
、
地
域
全
体

で
支
え
あ
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

高
齢
者
も
家
族
も
安
心
し
て
く

ら
せ
る
よ
う
に
高
齢
者
虐
待
の
予

防
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

10
月
５
日
（
水
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

定　

員　

１
０
０
人

参
加
費　

無
料

講 　

師　

桃
山
学
院
大
学
講
師　

佐
瀬
美
恵
子
さ
ん

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
課

　

生
活
支
援
員
に

　

登
録
し
ま
せ
ん
か

　

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
の
生

活
支
援
員
は
、
地
域
や
福
祉
施
設

で
、判
断
能
力
が
不
十
分
な
人（
認

知
症
高
齢
者
や
知
的
・
精
神
障
害

者
）
に
対
し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
や
日
常
の
金
銭
管
理
の
手

伝
い
を
す
る
人
で
す
。

勤 

務
内
容　

毎
週
月
・
水
・
金
曜

日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
非

常
勤
）

対 　

象　

ヘ
ル
パ
ー
2
級
（
在
宅

訪
問
経
験
者
）
と
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
持
っ
て
い
て
簡
単

な
パ
ソ
コ
ン
入
力
が
で
き
る
人

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

介
護
保
険
料
の
納
付

　

10
月
分
の
普
通
徴
収
（
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人

を
除
く
）
の
納
期
限
は
10
月
31

日
（
月
）
で
す
。
必
ず
納
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課

負担限度額（単位：円／日）

利用者
負担

居住費（滞在費）
食費ユニット

型個室
ユニット
型準個室

従来型
個室 多床室

第 1段階 820 490 490
（320） 0 300

第２段階 820 490 490
（420） 320 390

第３段階 1,640 1,310 1,310
（820） 320 650

基準
費用額 1,970 1,640 1,640

（1,150） 320 1,380

※ （　）は、特別養護老人ホームと短期入所生活介護の場
合です。

　10月から、介護保険制度の適正な運用と利用
のために、制度の一部が見直されました。
問い合わせ　介護保険課
■施設サービスなどの利用者負担変更
　今まで保険給付対象となっていた居住費（滞在
費）と食費が適用外になります。
対象施設

▽  介護保険施設（特別養護老人ホーム、介護老人
保健施設、介護療養型医療施設）

▽  ショートステイ（短期入所生活介護、短期入所
療養介護）

▽  デイサービス（通所介護）、デイケア（通所リ
ハビリテーション）
■所得の低い人は負担が軽減
　施設サービスの利用者負担が重くならないよ
う、限度額が設けられます。申請して軽減が認め
られると、限度額を超える負担はありません。
対 　象　介護保険施設またはショートステイを利
用している人で右上表に該当する人

利用者負担 対　　象

第 1段階 生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で
世帯全員が市民税非課税の人

第 2段階 世帯全員が市民税非課税で、合計所得金
額＋課税年金収入額が 80万円以下の人

第 3段階 世帯全員が市民税非課税で、第 2段階に
該当しない人

介護保険見直しのお知らせ

ア
ス
ベ
ス
ト
の
相
談
窓
口

　

市
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す

る
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

▽ 

健
康
に
関
す
る
相
談
＝
健
康

増
進
課
（
℡
８
９
３
・
６
４ 

０
５
）

▽ 

学
校
施
設
に
関
す
る
相
談
＝

教
育
総
務
課
（
℡
８
１
０
・ 

０
５
３
０
）

▽ 

工
場
・
事
業
場
に
関
す
る
相

談
＝
環
境
保
全
課（
℡
８
９
２ 

・
０
１
２
１
）

▽ 

一
般
的
な
相
談
＝
広
聴
広
報

課（
℡
８
９
２
・
０
１
２
１
）

　

な
お
、
市
の
公
共
施
設
に
つ

い
て
は
、
現
在
ア
ス
ベ
ス
ト
の

使
用
状
況
調
査
や
検
査
を
行
っ

て
お
り
、
適
切
に
処
理
を
進
め

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課

福　祉
　 生活支援員に登録しませんか
　 高齢者虐待を防ぎましょう

保険・年金
　 国民健康保険証の更新
　 ひとり親家庭医療証の更新
　 
  アスベストの相談窓口
  介護保険料の納付
  介護保険見直しのお知らせ
  老人医療証の交付申請
  障害者医療証の更新
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国
民
健
康
保
険

　

被
保
険
者
証
の
更
新

　

今
の
国
民
健
康
保
険
証
は
、
10

月
31
日
（
月
）
で
有
効
期
限
が
切

れ
、
11
月
１
日（
火
）か
ら
新
し
い

保
険
証
に
変
わ
り
ま
す
。

　

一
般
国
保
が「
空
色
」に
、
退
職

国
保
が
「
う
ぐ
い
す
色
」
に
な
り

ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
各
家
庭
に

配
達
記
録
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

　

受
領
に
は
、
本
人
ま
た
は
家
族

の
認
印
か
、サ
イ
ン
が
必
要
で
す
。

　

不
在
の
場
合
に
は
、
郵
便
受
け

に
不
在
通
知
書
を
入
れ
ま
す
の

で
、
都
合
の
良
い
日
時
、
配
達
場

所
を
郵
便
局
ま
で
連
絡
の
う
え
、

受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
在
通
知
書
が
届
い
た
日
か
ら

９
日
が
過
ぎ
る
と
、
保
険
証
は
市

役
所
に
戻
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課

老人医療証の交付申請
　次のいずれかに該当する人は、11月 1日（火）から
老人医療（医療費の助成）制度の受給資格を取得するこ
とができますので、医療証の交付申請にお越しください。

▽ 11 月中に満 65歳になる人で
①精神保健法に該当する人（患者票所持の人）
②結核予防法に該当する人（患者票所持の人）
③特定疾患医療受給者証を持っている人
④ひとり親家庭医療制度に該当する人
※ただし、所得制限があります。

▽ 16年 10月末現在ですでに65歳以上70歳未満の人で
①市民税非課税世帯
②精神保健法に該当する人（患者票所持の人）
③結核予防法に該当する人（患者票所持の人）
④特定疾患医療受給者証を持っている人
⑤ひとり親家庭医療制度に該当する人
※②～⑤に該当の人は、所得制限があります。
持 ち物　健康保険証、それぞれ該当を証明するもの（患
者票など）

申 し込み・問い合わせ　10 月 24 日（月）から国民健
康保険課老人医療係

保
険
・
年
金

　

ひ
と
り
親
家
庭

　

医
療
証
の
更
新

　

11
月
１
日
で
医
療
証
が
更
新
に

な
り
ま
す
。必
ず
更
新
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

国
民
健
康
保
険
以
外
（
社
会
保

険
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
10
月
中
旬
に
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
後
に

医
療
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

② 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
申
請
書
と
医
療
証
を

同
時
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
受

け
取
り
後
に
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 
健
康
保
険
証
な
ど
で
変
更
が
あ

っ
た
場
合
は
、
必
ず
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
助
成

　

母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
・
養
育

者
（
対
象
児
童
と
同
居
し
、
監
護

し
、
生
計
を
維
持
し
て
い
る
人
）

に
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。公
的
年
金
受
給
者
の
母
子

家
庭
の
母
お
よ
び
児
童
も
対
象
に

な
り
ま
す
。

　

医
療
費
の
助
成
に
は
申
請
が
必

要
で
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
制
限
に
よ
り
助
成

を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
も
、
前

年
度
の
所
得
で
見
直
し
を
し
ま
す

の
で
、申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

▽
健
康
保
険
証

▽ 

請
求
者
と
対
象
児
童
が
記
載
さ

所得制限限度額
扶養親族などの数 親または養育者 扶養義務者など

0 人 192 万円未満 236万円未満
1人 230 万円未満 274万円未満
2人 268 万円未満 312万円未満
3人 306 万円未満 350万円未満

※ 所得額＝収入額－必要経費（給与所得控除額など）＋養育費－ 8万円－諸
控除（雑損・医療費控除・障害者控除など）

※ 扶養親族などが 1人増えるごとに 38万円加算
※ 本人の場合、老人控除対象配偶者、老人扶養親族 1人につき 10万円加算
※特定扶養親族 1人につき 15万円加算

障害者医療証の更新
　11 月１日（火）から、障害者医療証はオレ
ンジ色から、うぐいす色に変わります。対象者
には、10 月上旬に更新申請書を送付しますの
で、該当する各手帳と健康保険証を持って、更
新の手続きをしてください。
対　象

▽  身体障害者手帳１級または、２級を持ってい
る人

▽療育手帳Aを持っている人

▽  療育手帳B1と身体障害者手帳 3級～６級を
持っている人
※ 65歳以上は対象外です。
※所得制限があります。
申 し込み　10月 31日（月）までに福祉サービ
ス課か、市民総合窓口担当。または、更新申
請書と健康保険証のコピーを同封し郵送で、
〒 576 － 0034　交野市天野が原町 5 － 5
－ 1　福祉サービス課

問い合わせ　福祉サービス課（℻   891・6241）

れ
て
い
る
戸
籍
謄
本

▽ 

１
月
２
日
以
降
、
市
内
に
転
入

し
た
人
は
17
年
度
の
所
得
証
明

書
※ 

必
要
に
応
じ
て
、
そ
の
他
の
書

類
を
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会

福
祉
課
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く
ら
し

くらし
　 秋の山火事予防運動
　 秋の山地自然を守る運動
　 行政書士無料相談会
　 北河内の防災に関する講習会
　 行政相談週間
　 くらしの市民講座
　 耐震診断・改修講習会・個別相談会
　 まちづくりラウンドテーブル

  枚方警察署からのお知らせ
  消費者相談

　

秋
の
山
地
自
然
を

　

守
る
運
動

　

市
山
地
対
策
協
議
会
は
、「
ご

み
捨
て
ぬ
心
が
育
て
る
豊
か
な
自

然
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
10
月
１
日

（
土
）か
ら
11
月
30
日（
水
）ま
で
、

「
秋
の
山
地
自
然
を
守
る
運
動
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
捨
て
な
い
だ
け
で
な

く
、
ご
み
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
心

が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
自
主
的
な
持
ち

帰
り
と
清
掃
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実

施
し
、
運
動
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
グ
ル
ー
プ
・
団
体
に
は
、
協

議
会
か
ら
ご
み
袋
を
お
渡
し
し
ま

す
。

問 

い
合
わ
せ　

同
協
議
会
事
務

局
（
市
民
活
動
推
進
課
内　

℡

８
９
２ 

・
０
１
２
１
）

　

秋
の
山
火
事
予
防
運
動

　

10
月
２
日
（
日
）
〜
11
月
３
日

（
祝
）
ま
で
の
期
間
で
日
曜
日
・

祝
日
を
重
点
に
山
火
事
予
防
を
呼

び
か
け
ま
す
。

　

山
の
緑
と
山
麓
住
宅
を
山
火
事

か
ら
守
る
た
め
、
消
防
本
部
・
消

防
団
合
同
で
「
小
さ
な
火　

山
に

捨
て
る
と　

大
き
な
火
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
火
気
の
使
用
・
た
ば

こ
の
投
げ
捨
て
な
ど
に
よ
る
山
火

事
を
、
山
林
パ
ト
ロ
ー
ル
や
駅
前

広
報
を
通
じ
て
多
く
の
人
達
に
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部

　

北
河
内
地
域
の
防
災
に

　

関
す
る
講
演
会

と 　

き　

11
月
18
日
（
金
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

と 
こ
ろ　

寝
屋
川
市
民
会
館
大
ホ

ー
ル
（
寝
屋
川
市
泰
町
41

－

１
）

テ 

ー
マ　
「
み
ん
な
で
考
え
る
北

河
内
地
域
の
防
災
」

定　

員　

先
着
35
人

参
加
費　

無
料

※
保
育
も
あ
り
ま
す
（
要
予
約
）。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

３
日
（
月
）
か
ら
政
策
調
整
課

枚方警察署からのお知らせ
みんなで力をあわせて　安全・安心まちづくり

全国地域安全運動　10月 11日（火）～ 20日（木）
　地域安全運動は、地域のみなさんと一体とな
って犯罪を無くし、地域の安全を守っていこう
とするものです。
枚方警察署では

▽ 空き巣ねらい・忍び込み・出店あらしなどの
侵入犯罪の防止

▽ ひったくり・自転車盗などの街頭犯罪抑止対
策の推進

▽ 痴漢などの性犯罪の防止、子どもを犯罪から
守る活動の推進
を重点として活動します。
　運動期間中は、京阪枚方市駅前などでの街頭
キャンペーン、地域での防犯教室を実施し、交
野市では 10月 15日（土）に地域安全パレード
を実施します。

放置違法駐車の使用者責任が拡充されます
■車両使用者に対する放置違反反則金納付命令制度
　 　放置違法駐車車両の運転者の責任を追求できない
場合には、使用者に放置違反金の納付を命じること
になります。放置違反金の金額は、運転者が反則告
知された時に支払う額と同額になります。

■車検拒否制度
　 　放置違反金を滞納して督促を受けた人は、放置違
反金の納付を証明する書面を提示しなければ、車検
を受けることができません。

■車両の使用制限命令制度
　 　半年間に一定回数以上の放置違反金納付命令を受
けた車両について、その使用者に対し、期間を定め
て運転禁止を命ずることになります。

問い合わせ　枚方警察署（℡ 845・1234）

　

行
政
書
士
無
料
相
談
会

と 　

き　

10
月
８
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

と 

こ
ろ　

㈱
近
鉄
百
貨
店
枚
方

店
７
階　

パ
ス
テ
ル
サ
ロ
ン

（
枚
方
市
岡
東
町
12

－

２

－

１
０
１
）

内 　

容　

遺
言
、
相
続
、
内
容
証

明
、
示
談
書
作
成
、
会
社
設
立

な
ど
の
相
談

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
府
行
政
書

士
会
枚
方
支
部
（
℡
８
２
５ 

・
３
８
４
４
）
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消費者相談
　～本当に光熱費が

　安くなるのか？～　

　問い合わせ
　商工観光課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

　

光
熱
費
が
安
く
な
る

と
自
宅
に
来
た
業
者
に
、

「
電
気
給
湯
器
を
設
置
し
、
オ
ー

ル
電
化
契
約
に
す
れ
ば
、
深
夜

電
力
利
用
で
電
気
代
も
割
安
に

な
り
、
ガ
ス
代
も
不
要
と
な
る

の
で
、
そ
の
分
で
電
気
給
湯
器

の
ロ
ー
ン
が
支
払
え
る
。
本
日

中
の
契
約
な
ら
Ｉ
Ｈ
調
理
台
を

つ
け
て
工
事
代
金
も
値
引
き
す

る
。
今
な
ら
給
湯
器
メ
ー
カ
ー

か
ら
の
補
助
金
も
あ
る
」
と
勧

め
ら
れ
、
15
年
の
ロ
ー
ン
契
約

を
し
ま
し
た
。
本
当
に
光
熱
費

が
安
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

光
熱
費
が
安
く
な
る

か
ど
う
か
は
家
族
の
人

数
や
省
エ
ネ
機
器
利
用
の
有
無
、

電
気
代
が
割
安
な
時
間
帯
を
う

ま
く
利
用
す
る
か
ど
う
か
に
よ

り
ま
す
。
割
高
な
時
間
帯
も
あ

る
の
で
、
そ
の
時
間
の
利
用
ひ

ん
度
の
確
認
も
重
要
で
す
。

　

光
熱
費
以
外
に
も
Ｉ
Ｈ
調
理

器
で
使
用
で
き
る
鍋
の
範
囲
、

電
気
給
湯
器
の
容
量
と
温
水
使

用
量
、
さ
ら
に
電
気
給
湯
器
を

購
入
（
一
括
払
い
・
分
割
払
い
）

か
リ
ー
ス
か
（
中
途
解
約
条
件

は
ど
う
か
）、
ガ
ス
器
具
・
設
備

を
撤
去
す
る
な
ら
、
そ
の
費
用

な
ど
も
よ
く
調
べ
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

　

オ
ー
ル
電
化
は
、

大
幅
な
二
酸
化
炭

素
削
減
機
器
も
多
く
、
環
境
負

荷
軽
減
に
貢
献
し
、
光
熱
費
の

節
約
も
見
込
め
ま
す
が
、
設
備

工
事
を
と
も
な
う
高
額
な
契
約

で
す
。
値
引
き
や
お
ま
け
だ
け

で
な
く
、
電
力
会
社
や
ガ
ス
会

社
へ
も
問
い
合
わ
せ
て
み
る
な

ど
、
多
方
面
か
ら
の
十
分
な
検

討
が
必
要
で
す
。

　

わ
が
家
の
生
活
実
態
を
考
慮

せ
ず
契
約
を
急
が
せ
る
業
者
に

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ＱＡ

助
言

　

行
政
相
談
週
間

　

10
月
17
日（
月
）か
ら
23
日（
日
）

は「
行
政
相
談
週
間
」で
す
。

　

国
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相

談
委
員
が
相
談
会
を
開
設
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
く
ら
し
の
中
や
、
官

公
庁
の
仕
事
な
ど
で
「
困
っ
た
」

「
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
」
な

ど
の
相
談
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
市
内
の
行
政
相
談
委
員（
敬
称
略
）

▽ 

堂
野
孝
（
星
田
２
ー
15
ー
21　

℡  
８
９
１･

５
７
９
８
）

▽
大
矢
揚
一
（
私
部
１
ー
１
ー
26

　

℡  
８
９
１･

１
１
４
６
）

■
特
設
行
政
相
談

と 　

き　

10
月
21
日
（
金
）
午
後

１
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
２
階　

相

談
室

■
大
阪
合
同
行
政
相
談
所

　

近
畿
管
区
行
政
評
価
局
で
は
、

各
種
ト
ラ
ブ
ル
を
承
る
行
政
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

と 　

き　

10
月
11
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

と 

こ
ろ　

大
丸
心
斎
橋
店
本
館
７

階　

特
設
会
場
（
大
阪
市
中
央

区
心
斎
橋
筋
１

－

７

－

１
）

内 　

容　

住
宅
・
登
記
・
税
金
・

年
金
な
ど
の
行
政
な
ん
で
も
相
談

問
い
合
わ
せ　

広
聴
広
報
課

　

く
ら
し
の
市
民
講
座

と 　

き　

10
月
19
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

体
験
学
習
室

テ 

ー
マ　
「
か
し
こ
い
医
療
費
の

使
い
方　

〜
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
っ
て
な
あ
に
？
〜
」

講 　

師　

大
洋
薬
品
工
業
株
式
会

社　

牛
王
恭
彦
さ
ん

※
保
育
も
あ
り
ま
す
。

申 

し
込
み　

10
月
14
日
（
金
）
ま

で
に
商
工
観
光
課

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

　

ま
ち
づ
く
り

　

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

と 　

き　

10
月
23
日(

日)

午
後

２
時
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

集
団
指
導
室

内 　

容　

テ
ー
マ
を
持
ち
寄
り
、

気
軽
に
肩
書
抜
き
で
知
恵
を
出

し
合
う
井
戸
端
会
議
で
す
。情

報
交
換
の
場
と
し
て
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
推
進
課

　

 

耐
震
診
断
・
改
修
講
習
会

個
別
相
談
会

と　

き

① 

10
月
22
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
５
時

② 

18
年
１
月
21
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
５
時

と 

こ
ろ　

住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

３
階　

ホ
ー
ル
（
大
阪
市
北
区

天
満
橋
６

－

４

－

20
）

対 　

象　

大
阪
府
在
住
で
木
造
住

宅
な
ど
の
所
有
者
や
管
理
者

定 　

員　

各
１
５
０
人
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
期
限

　

①
10
月
17
日（
月
）

　

②
18
年
１
月
16
日（
月
）

申 

し
込
み　

申
し
込
み
期
限
〈
消

印
有
効
〉
ま
で
に
応
募
は
が

き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
〒

５
４
０

－

０
０
１
２　

大
阪

市
中
央
区
谷
町
３

－

１

－

17

㈶
大
阪
建
築
防
災
セ
ン
タ
ー

※ 

応
募
は
が
き
は
市
役
所
本
館
受

付
と
、
市
役
所
別
館
２
階
都
市

計
画
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡  

06
・
６
９
４
２
・
０
１
９
０
）



17.10.01 (20)

求　
人

求　人
　 全国高校総合体育大会ボランティア
　 非常勤理学療法士・作業療法士

子育て
　 育児教室「ぽっぽちゃん広場」
　 おなかペコペコおやつレッスン
　 ピヨピヨ離乳食講習会
　 歯ッピー教室

健　康
　 市民健康講座
　 65歳以上インフルエンザ予防接種

  廃油（食用油）の回収
  仕事を探しているみなさんへ

　

育
児
教
室

　
「
ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん
広
場
」

　

今
回
は
、「
か
ら
だ
を
使
っ
た
遊

び
」を
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
18
日（
金
）

① 

４
〜
11
か
月
児　

午
前
９
時
30

分
〜
10
時
30
分

② 

１
歳
〜
１
歳
６
か
月
児　

午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

※ 

早
め
に
来
て
、
遊
び
な
が
ら
待

つ
場
所
も
あ
り
ま
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

定　

員　

①
25
組
②
20
組

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

（
初
め
て
の
人
を
優
先
し
ま
す
）

参
加
費　

無
料

申 
し
込
み　

往
復
は
が
き
の
往
信

面
に
①
子
ど
も
の
氏
名
・
生
年

月
日
・
月
齢
②
電
話
番
号
③
参

加
回
数
、
復
信
面
に
①
子
ど
も

の
氏
名
②
住
所
を
記
入
し
、
10

月
21
日
（
金
）〈
消
印
有
効
〉
ま

で
に
、
〒
５
７
６

－

０
０
３
４

天
野
が
原
町
５

－

５

－

１　

健
康
増
進
課
「
ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん

広
場
11
月
」係

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

非
常
勤
理
学
療
法
士

　
　
　
　

作
業
療
法
士

勤 

務
時
間　

11
月
初
旬
か
ら
週
３

日
程
度

勤 

務
内
容　

乳
幼
児
か
ら
老
人
ま

で
の
機
能
訓
練
事
業
全
般

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康

増
進
課

　

 

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

18
年
度
に
市
で
行
わ
れ
る
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会(

ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
女
子
競
技)

の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

と 　

き　

18
年
8
月
4
日
（
金
）

〜
8
日（
火
）

と 

こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交

野
・
私
部
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

府
立
交
野
高
等
学
校
な
ど

内 　

容　

受
け
付
け
案
内
係
（
女

性
）・
接
待
弁
当
係
（
男
女
）・

駐
車
場
係（
男
性
）・
美
化
係（
女

性
）・
警
備
防
災
係

対 　

象　

市
内
の
人
で
2
日
以
上

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
で
き
る
高
校

生
以
上
の
人

募
集
人
数　

各
5
〜
6
人

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

31
日
（
月
）
ま
で
に
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
課

子
育
て

廃油（食用油）の回収
と 　き　10月 15日（土）午前 9時
30分～ 10時 30分

回収場所

市役所（北側） 天野が原会館

青山集会所 松塚ふれあい館

梅が枝集会所 行殿団地内

幾野集会所 倉治公民館

妙見坂自治会館 青葉台自治会館

私市山手自治会館 藤が尾ふれあい館

星田山手自治会館 星田市民センター

星田会館

倉治２ー 18ー６（古川宅前）

私市２ー 31ー５（杉本宅）

※容器はお持ち帰りください。
問 い合わせ　交野市消費生活問題研
究会（℡ 892・8568）

仕事を探しているみなさんへ
■ 枚方市・寝屋川市・交野市三市合同就職面接会
と　き　10月 14日（金）午後 1時～ 4時
ところ　ラポールひらかた（枚方市新町 2－ 1－ 35）
内 　容　企業との合同就職面接会、社会保険労務士による各種相談会、
職業適正検査とカウンセリングなど

※ 無料保育（1歳～就学前児。事前に予約が必要）もあります。
持ち物　履歴書（面接を受ける会社の数だけ必要）、筆記用具
問い合わせ　枚方雇用開発協会（℡843・5307）か、市商工観光課
■ 中・高年者適材適職フェア
と　き　10月 14日（金）午前 10時～午後 4時
と ころ　ラポールひらかた、メセナひらかた（枚方市新町2－1－ 5）、
ハローワーク枚方セミナールーム（枚方市新町1－12－1）

内 　容　就職支援セミナー（要予約）、高齢者中高年齢求職者面接会、
各種相談など

申 し込み・問い合わせ　大阪府総合労働事務所（℡06・6946・2606）
■ ひらかた JOBハンター就職ガイダンス
と　き　10月 14日（金）午前 10時～正午
ところ　ハローワーク枚方セミナールーム
内 　容　セミナー「医療・介護・福祉分野で求められる人材とは（信頼で
きる病院、介護・福祉施設　徹底検証）」
申し込み　ホームページ（http://www.jobhunter.gr.jp）から
問い合わせ　枚方市産業振興課（℡ 841・1221）
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65
歳
以
上
の
人
に

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

期 　

間　

10
月
15
日
（
土
）
〜
18

年
1
月
31
日（
火
）

と
こ
ろ　

下
表
の
医
療
機
関

対　

象　

市
内
在
住
で
、

①
満
65
歳
以
上
の
人

② 

満
60
歳
〜
64
歳
で
、
身
体
障
害

者
手
帳
に
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
機
能
の
障
害
や
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能

障
害
で
1
級
の
記
載
が
あ
る
人

方　

法　

1
回
接
種（
予
約
制
）

費　

用　

１
０
０
０
円

※ 

生
活
保
護
世
帯
は
無
料
券
を
発

行
し
ま
す
。健
康
増
進
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

持 

ち
物　

年
齢
が
確
認
で
き
る
も

の
（
健
康
保
険
証
な
ど
）、
②
の

人
は
障
害
者
手
帳

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

病院・医院 住　　所 電話番号
明石クリニック 星田8－1－9 892・7137
尼子医院 私市8－14－3　 891・2050
いかい耳鼻咽喉科 森北1－22－6（6階） 810・8711
池田医院 松塚43－1 891・7200
大景医院 妙見坂6－7－2 892・0467
大山医院 森北1－22－6（2階） 810・2553
交野病院 私部2－11－38 891・0331
清田医院 星田西3－12－1 893・7351
小菓医院 星田5－10－5 891・2006
後藤医院 藤が尾4－3－15 892・9500
小林診療所 星田5－15－15 893・8484
さくらクリニック 幾野1－29－8 891・5513
すえもり
クリニック 天野が原町2－28－18 891・6351

高田医院 松塚12－20 891・0631
多々内科
クリニック 森南1－9－5 895・2250

田中診療所 私部7－48－3 893・8811
寺嶋･塚田
こどもクリニック 天野が原町5－14－7 893・3141

病院・医院 住　　所 電話番号
中村クリニック 私市5－1－5 892・0455
西井医院 星田1－23－24 891・2213
西本内科医院 藤が尾3－16－2 810・8522
野村医院 倉治3－50－1 891・6100
ひびき眼科
クリニック 森北1－22－6（4階） 810・5533

福森医院 松塚12－21 891・4880
藤原皮フ科 森北1－22－6（5階） 894・4112
宝田クリニック 私部8－3－5 891・3337
星田南病院 藤が尾3－5－1 891・3500
前谷クリニック 星田5－23－1 895・2990
松木整形外科 郡津3－11－1 891・8400
松吉医院 天野が原町2－29－3 892・7700
三宅医院 倉治8－5－6 893・0108
みやそう
耳鼻咽喉科 私部西1－33－25 893・3876

山添医院 私部1－16－13 891・1025
山本整形外科 森北1－37－6 894・0102
渡辺内科
クリニック 星田北 3－ 34－ 6 892・0010

　

市
民
健
康
講
座

と 　

き　

10
月
31
日
（
月
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分
（
受
付
は
午

後
１
時
30
分
〜
）

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

テ 

ー
マ　
「
気
を
つ
け
よ
う
！
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ　

〜
早
め
の
予

防
と
対
策
〜
」

定　

員　

40
人

参
加
費　

無
料

講 　

師　

小
林
診
療
所
院
長　

　

小
林
武
彦
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

３
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

健　
康

　

歯
ッ
ピ
ー
教
室

と 　

き　

11
月
10
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

親
子
健
康
教
室

対 　

象　

１
歳
前
後
の
前
歯
が
生

え
そ
ろ
っ
て
い
る
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

定　

員　

10
組（
予
約
制
）

費　

用　

１
０
０
円

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
普
段

使
っ
て
い
る
子
ど
も
の
歯
ブ
ラ

シ
申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

18
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

　

ピ
ヨ
ピ
ヨ
離
乳
食
講
習
会

と　

き　

11
月
１
日（
火
）

①
午
後
２
時
30
分
〜

②
午
後
3
時
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

17
年
５
月
〜
８
月
生
ま

れ
の
赤
ち
ゃ
ん
を
持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

　

お
な
か
ペ
コ
ペ
コ

　

お
や
つ
レ
ッ
ス
ン

と 　

き　

10
月
28
日
（
金
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

運
動
療
法
室

内 　

容　

２
歳
児
の
お
や
つ
に
つ

い
て
考
え
、作
っ
て
、試
食

対 　

象　

２
歳
児
（
14
年
11
月
〜

15
年
10
月
生
ま
れ
）
と
、
そ
の

保
護
者

定　

員　

20
組

参
加
費　

１
組
２
０
０
円

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、三
角
巾

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

４
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

高齢者インフルエンザ予防接種（個別接種）取り扱い医療機関



17.10.01 (22)

健　
康

健　康
　 さわやかウェルネス
　 糖尿病予防のための調理実習
　 精神障害者家族教室
　 アトピー教室
　 11 月の予防接種

  耳より健康コラム
  乳幼児の健診と相談
  12 月の集団健診

   
乳幼児の健診と相談

　子どもの発育・発達状態を確認し、心身ともに健
やかに成長されるようお手伝いします。
ところ　ゆうゆうセンター
持ち物　母子健康手帳
申し込み　直接会場
問い合わせ　健康増進課

4 か月児健診 11 月 1日（火）13:00 ～ 14:00

　対　象　17年 6月 11日～7月 10日生まれの乳児

1 歳 6 か月児健診 10 月 18日（火）13:00 ～ 14:00

　対　象　16年 3月生まれの幼児

3 歳 6 か月児健診 10 月 12日（水）13:00 ～ 14:00

　対　象　14年 3月生まれの幼児

育児相談 ①10月11日（火）9:30～ 10:30
② 10月 26日（水）9:30～ 10:30

　 身体計測、育児、歯、栄養の相談や遊びの紹介、絵本
の読み聞かせなどを行います。

　対　象　① 0歳児　② 1歳児以上

　インフルエンザはインフルエンザウイルスが
呼吸器に感染することで起こる病気です。普通
の風邪と違い、38 度以上の熱や、体のだるさ・
強い頭痛・筋肉や関節の痛みなどが急に起こる
のが特徴で、抵抗力の弱い高齢者や乳幼児は注
意が必要です。
　インフルエンザから身を守るためには、ワク
チンの接種が最も効果的です。また、「インフル
エンザにかかったかな」と思ったら早めに医師
の診察を受けることが大切です。
　他にもウイルスに対する抵抗力を高めるため
に、日ごろから十分な休息と栄養バランスの良
い食事、適度な運動を心がけ、体力をつけてお
くことも必要です。体力があれば、インフルエ
ンザにかかっても、悪化を抑えることができま
す。
問い合わせ　健康増進課（kenkou@city.katano.osaka.jp）

耳より健康コラム  Vol.18
インフルエンザ

　

さ
わ
や
か
ウ
ェ
ル
ネ
ス

　

こ
の
教
室
で
運
動
す
る
こ
と
の

楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 

き
・
内
容　

下
表
（
時
間
は
い

ず
れ
も
午
前
９
時
20
分
〜
正
午
）

と 

こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交

野
・
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

40
歳
〜
70
歳
で
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▽ 

血
圧　

１
４
０
〜
１
５
９
／

90
〜
94
ｍ
ｍ
ｈ
ｇ

▽ 

空
腹
時
血
糖　

１
１
０
〜

１
３
９

▽ 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル　

２
０
０

〜
２
４
９

▽ 

Ｂ
Ｍ
Ｉ　

24
・
０
〜
29
・
９

※ 

次
の
項
目
に
４
つ
以
上
あ
て
は

ま
る
人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
教
室
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

□
肥
満
で
あ
る

□
運
動
す
る
気
持
ち
に
な
れ
な
い

□
運
動
不
足
気
味
で
あ
る

□
階
段
の
昇
降
で
息
が
き
れ
る

□ 

手
す
り
な
ど
に
つ
か
ま
ら
な
い

と
階
段
を
登
れ
な
い

□
段
差
な
ど
で
よ
く
つ
ま
づ
く

□ 

あ
お
向
け
か
ら
手
を
使
わ
ず
起

き
れ
上
が
れ
な
い

□
布
団
の
上
げ
下
げ
が
で
き
な
い

□
立
っ
た
ま
ま
ズ
ボ
ン
が
履
け
な
い

□
休
ま
ず
に
10
分
以
上
歩
け
な
い

参 

加
費　

２
０
０
０
円
（
血
液
検

査
代
2
回
分
）
と
プ
ー
ル
使
用
料

※ 

い
き
い
き
ラ
ン
ド
会
員
の
人
は

プ
ー
ル
使
用
料
は
無
料
で
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

３
日
（
月
）
か
ら
健
康
増
進
課

と　　き 内　　容 と　　き 内　　容

①11月17日（木）開講式、血液検査、体力測定、ストレッチ、運動講義 約 2か月間自主トレーニング

②11月24日（木）保健師講義、ストレッチ＆ウオーキング、グループワーク ⑥ 2月 9日（木） ストレッチ＆バランスボール、レクレーション

③ 12月 1日（木）血液検査の見方、栄養士講義、ストレッチ
⑦2月16日（木）

血液検査、体力測定、ストレッチ
＆ウオーキング、いきいきランド・
OB会の紹介④ 12月 8日（木）栄養士講義、ストレッチ＆プール実習、グループワーク

⑤12月15日（木）個別面接、ブラッシング指導、エアロビクス、ストレッチ ⑧2月27日（月） 閉講式、ストレッチ、個別面接、グループワーク



(23)17.10.01

12 月の集団健診（ゆうゆうセンター実施）の募集　　　　　申し込み・問い合わせ　10 月 20日（木）から健康増進課
と　き 健（検）診名 定員 健（検）診結果 対象 · 健（検）診内容 費　用

1 日（木） 男性総合健診

各70人

郵　送

40 歳以上の市民
　・基本健康診査
　・B型・C型肝炎ウイルス検査（血液検査）
　　①  17 年 4 月～ 18 年 3 月に 40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60

歳・65 歳・70 歳になる人
　　②過去に肝機能異常を指摘された人
　　③ 手術や出産時などに多量に出血し、定期的に肝機能検査を

受けたことがない人
　※ 肝機能のことで治療中の人、肝炎ウイルス検査を受けたこと

がある人は除きます。
　・胃がん検診  ・大腸がん検診  ・子宮がん（頸部）検診
　・肺がん検診　　胸部レントゲン
　　　　　　　　　喀痰検査（ハイリスク者のみ）
　・前立腺がん検診（50 歳以上の男性）
　・乳がん検診　　A : マンモグラフィー＋視触診
　　 （AかBいずれか）　　 （40 歳以上の奇数年生まれの市民）
　　　　　　　　　　 B : 視触診
　・骨粗鬆症検診（男性総合健診は実施しません）
　・結核検診（胸部レントゲン）（65 歳以上の人）

800 円
1,000 円

各 500 円
400 円
500 円
1,000 円
2,000 円

400 円
1,000 円
無料

7 日（水） 総合健診 A 結果説明会

15 日（木） 総合健診 B 郵　送

☆下線の検診については、対象がありますので注意してください。
☆基本健康診査は必須で、他のがん検診などは選択できます。

1日（木）・15日（木）39 歳以下の市民健診 15人 郵　送 16 歳～ 39 歳の市民　・基本健康診査 800 円

  7 日（水）
15日（木）

子宮がん検診（頸部） 25 人 郵　送 20 歳以上の市民　　  ・子宮頸部細胞検査 500 円
乳がん視触診検診 10 人 検診当日 30 歳以上の市民　　  ・視触診 400 円
乳がんマンモグラフィー検診 15 人 郵　送 40 歳以上の奇数年生まれの市民  ・マンモグラフィー＋視触診 2,000 円
骨粗鬆症検診 20 人 郵　送 18 歳以上の市民　　  ・踵骨超音波骨密度測定 1,000 円

1日（木）・7日（水）・15日（木）結核検診 20 人 郵　送 65 歳以上の市民　　  ・胸部レントゲン 無料
※ 費用免除：①満 70歳以上の人②生活保護世帯・市民税非課税世帯の人（健康増進課まで申し出ください。ただし、個別受診される②に該
当する人は、無料受診券を渡します）

※健（検）診の詳細は、「わが家の健康管理」をご覧ください。
※ 市内の医（病）院で受診する場合：市健康診査実施医療機関に直接予約し、受診してください。なお、市健康診査実施医療機関では、乳が
ん検診・骨粗鬆症検診・39歳以下の市民健診は実施していません。

　

11
月
の
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

と 　

き　

11
月
10
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
45
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

生
後
３
か
月
〜
６
か
月

未
満

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

※ 

ひ
き
つ
け
を
起
こ
し
た
こ
と
の

あ
る
人
や
、
疾
患
な
ど
で
定
期

的
に
医
師
の
診
察
を
受
け
て
い

る
人
は
、
主
治
医
と
相
談
の
う

え
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
「
わ
が
家
の
健
康
管

理
」
と
、「
予
防
接
種
手
帳
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
に

つ
い
て

　

18
年
４
月
１
日
か
ら
、麻
し
ん
・

風
し
ん
予
防
接
種
が
左
図
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
す
。

※ 

17
年
度
の
接
種
期
間
は
18
年
３

月
18
日
ま
で
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

現　　行
対　象＝生後 12か月～ 7歳 6か月未満
ワクチン＝麻しん風しん単抗原ワクチン

18 年 4月 1日より
対　象

▽ 1 期＝生後 12か月～ 2歳未満

▽  2期＝小学校入学の前年度（満5歳～7歳未満）
ワクチン＝麻しん風しん混合ワクチン

　

ア
ト
ピ
ー
教
室

と
き
・
内
容

▽ 

11
月
16
日
（
水
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
＝
ア
ト
ピ
ー
に

つ
い
て
の
学
習
と
交
流

▽ 

11
月
24
日
（
木
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
＝
お
は
な
し
と

調
理
実
習
、交
流

と 

こ
ろ　

四
條
畷
保
健
所
２
階　

視
聴
覚
室

対　

象　

乳
幼
児
の
保
護
者

定　

員　

15
人

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11

月
11
日
（
金
）
ま
で
に
同
保
健

所
地
域
保
健
課
（
℡  
８
７
８ 

・
１
０
２
１
）

　

精
神
障
害
者
家
族
教
室

　

統
合
失
調
症
に
つ
い
て
の
知
識

や
関
わ
り
方
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

10
月
27
日
（
木
）・
11

月
２
日
（
水
）・
７
日
（
月
）
午

後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

四
條
畷
保
健
所　

講
堂

対 　

象　

統
合
失
調
症
の
人
の
家

族
参
加
費　

無
料

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

26
日
（
水
）
ま
で
に
四
條
畷
保

健
所（
℡  
８
７
８
・
１
０
２
１
）

　
 

糖
尿
病
予
防
の
た
め
の

調
理
実
習

と 　

き　

10
月
27
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
午
後
１
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

調
理
実
習
室

内 　

容　

簡
単
に
で
き
る
糖
尿
病

予
防
食
事
メ
ニ
ュ
ー
を
調
理

定　

員　

30
人

参
加
費　

５
０
０
円

持 

ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

箸
、
ふ
き
ん
２
〜
３
枚
、
筆
記

用
具

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

７
日（
金
）か
ら
健
康
増
進
課



17.10.01 (24)

　

７
月
１
日
（
金
）、
星
田
保

育
園
２
階
の
子
育
て
相
談
室
に
、

子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
進
め

る
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

い
ち
ば
ん
ぼ
し　

く
ら
ぶ
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
（
火
）、
わ
ん
ぱ
く

教
室
で
に
ぎ
わ
う
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
、
保
育
士
の
寺
田
潤
子
さ

ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

Ｑ 　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

Ａ 　

子
育
て
中
の
親
と
子
ど
も
に
来
て
も
ら

っ
て
、
お
子
さ
ん
と
遊
ん
だ
り
、
親
同
士

で
お
話
し
し
た
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
遊

べ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

 　

ま
た
、
子
育
て
で
困
っ
た
こ
と
や
悩
み

を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 　

具
体
的
に
は
ど
う
い
う
活
動
を
し
て
い

ま
す
か
。

Ａ 　

月
に
１
回
、
月
曜

日
の
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
に
星
田
保
育

園
の
園
庭
を
開
放
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
月
第
２
木
曜
日
午

前
10
時
〜
正
午
に
子

育
て
サ
ロ
ン
も
開
催

し
て
い
ま
す
。
申
し

込
み
な
ど
は
い
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
自
由
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

 　

ま
た
、
親
子
教
室
（
予
約

制
）
や
育
児
に
つ
い
て
の
相

談
や
指
導
（
来
所
相
談
＝
火
・

水
・
木
曜
日
午
後
１
時
〜
４

時
、
電
話
相
談
＝
月
〜
金
曜

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
を
作
り
た

い
人
や
、
す
で
に
作
っ
て
い
る
人
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 　

セ
ン
タ
ー
に
来
る
人
た
ち
の
様
子
は
ど

う
で
す
か
。

Ａ 　

最
初
は
子
育
て
に
不
安
が
あ
っ
て
来
る

人
も
多
い
で
す
ね
。
で
も
、
ほ
か
の
親
子

た
ち
と
楽
し
く
遊
ぶ
う
ち
に
、
友
だ
ち
が

で
き
た
り
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
っ
た
り

と
、
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ 　

最
後
に
子
育
て
中
の
人
た
ち
に
、
ひ
と

言
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ 　

子
育
て
は
、
た
く
さ
ん
の
喜
び
を
与
え

て
く
れ
ま
す
が
、
心
配
や
苦
労
も
多
い
も

の
で
す
。
そ
ん
な
気
持
ち
を
、
親
同
士
で

気
軽
に
話
し
合
い
、
情
報
交
換
す
る
こ
と

が
、パ
ワ
ー
の
充
電
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

 　

ち
ょ
っ
と
寄
り
道
す
る
よ
う
な
感
覚

で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡  

８
９
１
・ 

１
７
９
３
）

街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

い
ち
ば
ん
ぼ
し　

く
ら
ぶ

子
育
て
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？ Vol.15

絵本を読み聞かす寺田さん

わんぱく教室で遊ぶ親子

わんぱく教室
と 　き　12 月 6 日（火）～ 18 年 3 月
1日（水）の毎週火曜日または水曜日
ところ　星田保育園２階　子育て相談室
対　象

▽  火曜日＝ 11 年 4 月 2 日～ 15 年 4 月
1日生まれの子どもとその保護者

▽ 水曜日＝ 15 年 4 月 2 日～ 17 年 4 月
1日生まれの子どもとその保護者
※いずれも第１子に限ります。
定　員　各 12組（多数の場合は抽選）
申 し込み　10月 22日（土）〈消印有効〉
までに往復はがきに①保護者と子ど
もの氏名（ふりがな）②生年月日・年
齢③住所④電話番号⑤連れてくる弟・
妹の有無と年齢を記入し、〒 576 －
0016　星田 3－ 10－ 8　子育て支援
センターわんぱく教室係
問 い合わせ　同センター（℡   891・
1793）
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市民Ｑ＆Ａ　　は～い！こちらは広報です 今回のテーマ「府営住宅申し込み」

　

さ
わ
や
か
な
秋
を
迎
え
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
、
保
育

所
な
ど
で
は
運
動
会
が
行
わ
れ
、
市
長
室

へ
も
時
折
、
隣
の
保
育
園
か
ら
子
ど
も

た
ち
の
楽
し
そ
う
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。つ
い
つ
い
ペ
ン
を
持
つ
手
が
止
ま
り
、

身
体
が
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
今
年
も
９
日
・
10
日
・

16
日
の
３
日
間
、
市
内
の
各
競
技
団
体

の
み
な
さ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
さ
れ
「
市

民
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
」
の
催
し
を
企
画
さ

れ
ま
し
た
。

　

得
意
の
競
技
や
お
近
く
の
会
場
で
秋

の
１
日
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
も
久
し
ぶ
り
に
身
体
を
動
か

し
て
み
よ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
15
〜
17
日
ご
ろ
に
は
、
各
地
区
の

神
社
で
も
恒
例
の
秋
祭
り
が
開
か
れ
、
だ

ん
じ
り
や
お
み
こ
し
が
、
境
内
や
市
内
を

練
り
歩
き
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
秋
の

風
物
詩
、
ふ
る
さ
と
の
香
り
を
た
ん
能
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
今
年
は
、
５
年
に
一
度
の
国
勢

調
査
が
行
わ
れ
る
年
で
す
。

　

調
査
票
は
お
書
き
い
た
だ
け
た
で
し
ょ

う
か
。
交
野
市
で
も
10
月
1
日
を
基
準

日
に
、
市
域
を
５
４
９
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
、
３
８
３
人
の
調
査
員
さ
ん
が
10
日
ま

で
の
期
限
で
調
査
票
を
集
め
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
分
か
り
や
す
く
親
し
み

や
す
い
市
役
所
を
目
指
す
と
と
も
に
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
生
涯
学
習
に
ご
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
市
の
職
員
が
み
な
さ

ん
の
と
こ
ろ
に
出
向
い
て
話
を
す
る
「
職

員
出
前
講
座
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

健
康
や
福
祉
、
環
境
や
防
災
対
策
な

ど
、
18
課
が
33
の
講
座
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

秋
は
ま
さ
に
健
康
増
進
や
家
族
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
の

に
、
一
番
良
い
季
節
で
す
。

　

ご
家
族
で
、
ま
た
お
友
だ
ち
と
緑
豊
か

な
交
野
の
さ
わ
や
か
な
季
節
を
た
ん
能
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さいくる
とーく

　　中田仁公

其の15

市長の

Q
 
　

府
営
住
宅
に
入
居
し
た
い
の
で
す

が
、
申
し
込
み
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。

K
さ
ん

Ａ 　

府
営
住
宅
に
は
、
４
種
類
の
募
集
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
募
集
時
期
・
内
容

な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
総
合
募
集
（
抽
選
）
＝
５
月
・
11
月

　

 

一
般
向
け
、
新
婚
・
子
育
て
世
帯
向
け
、

福
祉
世
帯
向
け
、
親
子
近
居
向
け
・
高

齢
者
向
け
改
善
住
宅
の
応
募
区
分
で
同

時
に
募
集

▽ 

あ
き
家
待
ち
特
別
募
集
（
受
付
順
）
＝

１
月
〜
・
４
月
〜
・
７
月
〜
・
10
月
〜

　

 

総
合
募
集
で
、
大
幅
な
募
集
割
れ
が
予

想
さ
れ
る
住
宅
の
募
集

▽ 

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
車
い
す
常
用

者
向
け
住
宅
募
集
（
抽
選
）
＝
６
月
・
12
月

　

 

高
齢
者
に
配
慮
し
た
住
宅
や
、
車
い
す

常
用
者
が
支
障
な
く
日
常
生
活
を
送
れ

る
よ
う
設
計
さ
れ
た
住
宅
の
募
集

▽ 

住
宅
困
窮
度
評
定
募
集
（
選
考
）
＝
９
月

　

 

申
込
者
の
住
宅
状
況（
過
密
狭
小
な
ど
）

を
点
数
化
し
、
そ
の
合
計
点
の
高
い
順

に
当
選
者
を
選
考
す
る
募
集

　

 　

申
し
込
み
は
、
募
集
期
間
中
に
市
役

所
な
ど
で
、
申
込
書
類
を
配
布
し
ま
す

の
で
、
そ
の
中
に
あ
る
申
込
書
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

  　

申
込
書
類
の
配
布
場
所

　

 　

市
役
所
・
星
田
出
張
所
・
ゆ
う
ゆ
う

セ
ン
タ
ー
・
府
住
宅
供
給
公
社
住
宅

管
理
部
募
集
課
・
枚
方
管
理
セ
ン
タ

ー
・
府
民
情
報
プ
ラ
ザ
な
ど

　
 　

申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
は
、
家
族
構

成
や
年
齢
、
収
入
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
条

件
が
あ
り
ま
す
。
条
件
は
、
申
込
書
類

内
の
案
内
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

広
聴
広
報
課
（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

府
住
宅
供
給
公
社
住
宅
管
理
部
募
集
課

　
（
℡  
06
・
６
３
７
５
・
７
１
７
１
）

みなさんの疑問や
ご意見をお寄せください

　このコーナーは、市民のみなさ
んが市役所の仕事や手続きなどで、
日ごろから疑問に思っていること
を質問していただき、お答えする
コーナーです。
　はがきや封書、ファクス、メー
ルに住所、氏名、電話番号を必ず
記入して、広聴広報課へお寄せく
ださい。
送付先　
　 〒576－8501　交野市役所広聴
広報課「は～い！こちらは広報で
す」係
　℻   891・5046
　e-mail:kouhou@city.katano.osaka.jp
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オムツ交換台とベンチを寄贈
　8月 25 日 ( 木 )、交野市牛乳パックリサイクル連絡会
から、オムツ交換台 1台とベンチ 2台が社会福祉協議会
に寄贈されました。
　この寄贈品は、同連絡会が 1年間かけて回収した牛乳
パック（約 20 ㌧）を売却して購入したもので、オムツ
交換台は、ゆうゆうセンター 3階女性身障者用トイレに、
ベンチは市内の公園に設置されました。

AA L BB U M
あ る ば む

出土品展示セレモニーと平和祈念の夕べ
　8月 15日（月）、いきいきランド交野で出土品（飛
行機の残骸）展示セレモニーと平和祈念の夕べが、
市民ら約 350人の参加で開催されました。
　セレモニーでは、戦闘機「飛燕」の操縦士（故）
中村純一中尉の実弟の中村三郎さん（写真（上）左
から 2番目）が参列し「何百万人の戦争犠牲者の中
で、かくも厚く葬られた兄は幸せ者であり、交野の
皆様に心からお礼申し上げます」と挨拶されました。
　1階ロビーでは、引き続き戦争の悲劇を象徴する
飛燕の残骸を展示しています。
　モニュメント前広場では、平和祈念の夕べが開か
れ、「祈りの灯り」が点灯されるなか、市内の小・
中学生有志による都市平和宣言の朗読が行われまし
た。
　また、ライブコンサートでは、市少年少女合唱団
のみなさんのコーラス、山本優子さん、田中靖二さ
んのオカリナとギターによる演奏が広場を包みまし
た。
　最後に平和の鐘がつかれ、参加者全員が祈念の黙
とうを捧げました。

子育てのコツを学ぼう
　9月 7日（水）、ゆうゆうセンターで子育て中の
人 25 人が参加して、「わいわいくらぶ」が開催さ
れました。
　「育児力アップ」をテーマに女性ライフサイクル
研究所の津村薫さんを講師に招き、子どものしかり
方など、子育てのコツを学びました。
　子どもたちが、保育サポーターたちと楽しく遊ん
でいるなか、お母さんたちは、うなずきながら熱心
にメモをとっていました。
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AA L BB U M

めざせ氷上の女王
　8月 14日（日）、京都府内のスケート場で行われ
た第 32回西日本中小学生フィギュアスケート競技
会で、岡林えりかさん（長宝寺小 5年）が、女子 3
級の競技で堂々の優勝を果たしました。
　昨年も初級以下の競技で準優勝し、着実に力をつ
けている岡林さんは「夏休み中は、毎日 5～ 6時
間練習していますが、楽しいので苦になりません。
ジャンプが決まれば、とても気持ちいいです」と頼
もしいコメントで、これからの活躍を予感させてく
れました。

パパとママのためのマタニティ教室
　８月２０日（土）、ゆうゆうセンターでパパとママ
のためのマタニティ教室が、８組の夫婦が受講して開
かれました。
　赤ちゃん誕生までのビデオ鑑賞やもく浴の実技指
導、妊婦体験服を夫が着用して、お腹が大きな妻の歩
行の困難さを実感するなど、妻への協力がかかせない
ことを学びました。
　赤ちゃんは、妊娠中のお母さんの身体や心の状態に
影響を受けるので、出産前の夫婦の過ごし方が大切と
のことでした。

投票結果

選挙区分 当日
有権者数

投票者数
（投票率） 有効票 無効票など

（うち白票）

小選挙区 61,979 人 44,441 人
（71.70％） 43,099 票 1,342 票

（801 票）

比例代表 62,034 人 44,450 人
（71.65％） 43,691 票 759 票

（423 票）

開票結果
小選挙区

当選 候補者氏名 所属党派 得票数
いわきノブ子 自由民主党 15,892 票
山下京子 日本共産党 5,675 票

当 平野博文 民主党 21,532 票

比例代表
政党名 得票数

自由民主党 15,101 票
新党日本 1,537 票
民主党 13,016 票
社会民主党 2,665 票
日本共産党 4,119 票
公明党 7,253 票
※いわきノブ子氏は比例代表で当選しました。

第
44
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
結
果

　

９
月
11
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員

総
選
挙
の
結
果
を
左
表
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

交
野
市
は
、
府
内
市
町
村
で
４
番
目
、
市
に

限
る
と
１
番
高
い
投
票
率
で
し
た
。

問 

い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
℡  

８
９
２
・
０
１
２
１
）
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『帳面が語る大塩平八郎の乱』
　

今
回
紹
介
す
る
資
料
は
、
郡
津

の
中
野
実
家
に
残
さ
れ
て
い
た
も

の
で
、
江
戸
時
代
、
郡
津
村
の
庄

屋　

中
小
兵
衛
が
、
大
塩
平
八
郎

の
乱
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
た
帳

面「
お
し
ほ
一
件
記
」で
す
。

大
塩
平
八
郎
の
乱

　

大
塩
平
八
郎
と
は
、
江
戸
時
代

後
期
に
大
坂
町
奉
行
所
の
与
力

（
役
人
）
で
、
著
名
な
陽
明
学
者
だ

っ
た
人
で
す
。

　

天
保
７
年
（
１
８
３
６
）
に
大

飢
饉
が
起
こ
り
、
全
国
か
ら
米
が

集
ま
る
大
坂
市
中
で
も
餓
死
者
が

続
出
し
ま
し
た
。す
で
に
隠
居
し

て
い
た
大
塩
は
、
息
子
を
通
じ
て

町
奉
行
に
救
済
を
申
し
出
ま
し
た

が
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
、
大
塩
門
下
生
や
農
民
、
市
民

な
ど
で「
救
民
」の
旗
を
掲
げ
、
天

満
一
帯
を
火
の
海
に
し
、
市
中
の

豪
商
を
襲
撃
し
た
の
が
、「
大
塩
平

八
郎
の
乱
」
と
呼
ば
れ
る
事
件
で

す
。

　

こ
の
事
件
で
市
中
は
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
が
、
大
塩
は
、

乱
の
直
前
に
自
分
の
蔵
書
を
売
っ

た
お
金
で
、
窮
民
１
万
軒
に
１
朱

（
１
両
の
16
分
の
１
）
ず
つ
の
施

行
金
を
分
配
す
る
な
ど
、
庶
民
の

味
方
と
し
て
尊
敬
を
集
め
て
い
た

た
め
、
大
塩
を
憎
む
庶
民
は
少
数

で
し
た
。

　

こ
の
事
件
の
噂
は
全
国
に
広
が

り
、
圧
政
に
苦
し
ん
で
い
た
人
々

を
立
ち
上
が
ら
せ
、
各
地
で
「
大

塩
門
弟
」や「
大
塩
残
党
」な
ど
の

旗
印
を
掲
げ
た
一
揆
な
ど
が
起
こ

り
ま
し
た
。

「
檄　

文
」

　

大
塩
が
挙
兵
し
た
理
由
は
、
市

中
に
配
布
し
た
「
檄
文
」
と
い
わ

れ
る
も
の
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

檄
文
に
は
、「
大
坂
東
町
奉
行
跡
部

山
城
守
良よ
し
す
け弼

は（
飢
饉
に
対
し
て
）

何
ら
対
策
を
講
じ
な
い
ば
か
り
で

な
く
、
天
保
８
年
４
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
新
将
軍
就
任
の
儀
式
に

備
え
て
、
江
戸
へ
の
廻
米
を
優
先

さ
せ
る
と
い
う
、
一
身
の
利
益
だ

け
を
考
え
て
い
る
。ま
た
、
市
中

の
豪
商
た
ち
は
、
飢
饉
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
豪
遊
の
毎
日
を
送
り
、

米
の
買
い
占
め
に
よ
っ
て
米
価
の

つ
り
上
げ
を
は
か
っ
て
い
る
。そ

こ
で
、
こ
の
よ
う
な
姦か
ん
り吏

（
不
正

を
は
た
ら
く
役
人
）・
貧
商
た
ち

に
天
誅
を
加
え
、
貧
民
に
金
銭
や

穀
物
を
配
分
す
る
た
め
に
兵
を
挙

げ
る
」と
書
い
て
い
ま
す
。

（
長
文
の
た
め
、
写
真
・
図
な
ど

は
、冒
頭
を
抜
粋
）

「おしほ一件記」表紙

「檄文」の冒頭が写されたページ
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大
塩
と
交
野

　

天
保
７
年
１
月
の
大
塩
門
下
の

同
志
連
判
状
に
は
約
30
人
の
門
下

生
の
名
前
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

下
級
役
人
と
豪
農
を
軸
と
し
、
１

朱
の
施
行
金
の
分
配
や
檄
文
の
配

布
も
、
門
下
の
農
民
を
通
し
、
居

住
地
周
辺
の
農
村
に
広
め
ま
し

た
。

　

挙
兵
の
参
加
者
も
そ
の
地
域
の

農
民
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
そ

の
中
に
は
交
野
と
つ
な
が
り
の
深

い
人
も
い
ま
し
た
。大
塩
の
門
弟

で
、
挙
兵
に
参
加
し
た
茨
田
郡
次

と
い
う
人
は
、
星
田
村
の
和
久
田

家
の
娘
を
妻
に
し
、
郡
次
の
姉
は

和
久
田
家
に
嫁
い
で
い
ま
す
。乱

の
後
は
、
和
久
田
家
の
人
た
ち
も

郡
次
や
そ
の
仲
間
を
か
ば
っ
て
い

な
い
か
、
厳
し
く
取
り
調
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、「
大
塩

平
八
郎
の
乱
」
は
、
交
野
の
人
た

ち
に
と
っ
て
人
ご
と
で
は
な
く
、

当
事
者
と
し
て
関
わ
り
の
深
い
こ

と
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
郡
津
村
の
中
小

兵
衛
も
、
こ
の
事
件
の
あ
ら
ま
し

を
、
こ
の
帳
面
に
ま
と
め
た
の
で

す
。

　

こ
の
帳
面
は
、
10
月
１
日
（
土
）

か
ら
、
教
育
文
化
会
館
で
、
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

四
海
困
窮
セ
ハ
天
録
（
禄
）
永
く
終
、
少
人
国
家
を
治
め
し
め
ハ

災
害
并
至
ニ
て
昔
之
聖
人
深
く
天
下
渡
世
之
人
君
人
臣

た
る
も
の
御
誡
被
置
候
故
、
東
照
神
君
ニ
も
鰥
寡
孤
独
ニ

お
ゐ
て
尤
憐
を
加
ふ
へ
く
邑
（
是
）
仁
政
之
台
基
と
被
仰
置
候
、

然
ル
処
茲
〃
二
百
四
十
年
以
来
太
平
之
間
ニ
追
〃
上
た
か
へ

き
（
る
人
）
驕
奢
と
て
お
こ
り
を
極
メ
、
大
切
之
政
事
ニ
携
候
役
人
共

賄
賂
を
公
ニ
授
受
し
て
贈
貰
致
（
奥
向
女
中
へ
因
縁
を
以
、
道
徳
仁

義
を
も
な
き
拙
き
身
分
ニ
て
）
立
身
重
キ
役
ニ
経
上
り
、

一
人
壱
家
を
肥
し
候
工
夫
而
已
ニ
智
術
を
運
ハ
し
、
其
領
分

知
行
所
之
民
百
性
（
姓
）
共
へ
過
分
之
用
金
を
申
付
、
是
（
迄
）
年
貢

諸
役
ニ
甚
し
き
を
苦
む
上
、
右
之
通
之
無
体
之
儀
を
申
付
、

追
〃
入
用
か
さ
み
候
故
四
海
之
困
窮
与
相
成
、
下
モ

く
上
を

悪
ま
さ
る
も
の
な
き
よ
ふ
成
行
候
得
共
、
江
戸
表
よ
り
諸
国

一
統
右
之
風
俗
ニ
公
伝
（
落
）
入
、
天
子
ハ
足
利
家
以
来
別
而

御
隠
居
御
同
様
之
御
有
様
ニ
而
賞
罰
之
栖
を

御
失
ひ
ニ
成
候
ニ
付
、
下
民
之
悲
何
方
へ
告
愬
と
て
つ
け

訴
方
な
き
様
に
ミ
た
れ
候
ニ
付
、
人
〃
之
怨
気
天
に
通
し
年
〃

地
震
火
質
（
災
）
山
も
崩
シ
水
溢
、
其
余
色
〃
様
〃
之

天
災
流
行
致
、
終
五
穀
飢
饉
ニ
相
成
、
是
皆
天
よ
り

檄
文
の
内
容
（
抜
粋
）

　

天
下
の
民
が
生
前
に
困
窮
す
る
よ
う
で
は
そ

の
国
も
滅
び
る
で
あ
ろ
う
。器
の
小
さ
い
人
が
、

国
を
治
め
て
い
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
災
害
が
起

き
る
と
、
昔
の
聖
人
が
後
世
の
人
君
、
人
臣
に

教
戒
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
徳
川
家
康
公
も

「
仁
政
の
基
は
依
る
辺
も
な
い
鰥か
ん
か
こ
ど
く

寡
孤
独
な
ど

に
尤
も
憐
れ
み
を
加
へ
る
こ
と
だ
」
と
言
わ
れ

た
。

　

こ
こ
二
百
四
十
年
の
間
、太
平
の
世
が
続
き
、

上
流
の
人
は
し
だ
い
に
贅
沢
を
極
め
る
よ
う
に

な
り
、
政
事
に
携
わ
っ
て
い
る
役
人
た
ち
も
、

公
然
と
賄
賂
の
受
け
渡
し
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
奥
向
女
中
の
つ
て
に
す
が
っ
て
、
道

徳
も
仁
義
も
知
ら
な
い
人
が
立
身
出
世
し
て
重

い
役
に
上
り
、
私
腹
を
肥
や
す
こ
と
ば
か
り
考

え
、
そ
の
領
地
の
民
百
姓
た
ち
に
は
過
分
の
御

用
金
を
徴
収
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
重
い
年
貢
な
ど
で
、
苦
し
ん
で

い
た
上
に
右
の
よ
う
な
道
理
の
通
ら
な
い
こ
と

を
申
渡
す
の
で
、
出
費
が
か
さ
ん
で
き
て
天
下

の
民
は
生
活
に
困
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
人
々
が
上
流
の
人

を
恨
ま
な
い
も
の
が
一
人
も
な
い
よ
う
に
な

っ
て
も
し
か
た
の
な
い
事
で
、
江
戸
を
始
め

全
国
で
、
右
の
有
様
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。

　

天
皇
は
足
利
家
以
来
、
全
く
御
隠
居
同
様

で
賞
罰
の
権
す
ら
失
わ
れ
て
お
ら
れ
る
か
ら
、

下
々
の
人
民
が
そ
の
恨
み
を
ど
こ
へ
告
げ
よ
う

と
し
て
も
、
訴
へ
出
る
方
法
が
な
い
と
い
う
乱

れ
方
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
人
々
の
恨
み
は
自
か
ら
天
に
通
じ
た

の
か
。
年
々
、
地
震
、
火
災
、
山
崩
れ
、
洪
水

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
天
災
が
流
行
し
、
最
後
に

は
五
穀
の
飢
饉
を
招
い
た
。
こ
れ
は
皆
天
か
ら

の
・
・
・

大塩平八郎の乱での被害を記した
ページの冒頭（家屋の被害は 3,389
軒と記載されている）

※（　

）内
が
、正
し
い
檄
文
で
す
。
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「
人
の
ま
ご
こ
ろ
に
国
境
は
な
い
。

助
け
を
求
め
る
人
に
、
救
い
の
手
を
さ

し
の
べ
た
だ
け
の
こ
と
」
ト
ル
コ
船
の

遭
難
事
故
で
助
か
っ
た
六
十
九
人
全
員

が
ト
ル
コ
に
も
ど
っ
た
と
い
う
新
聞
を

読
ん
だ
沖
村
長
の
言
葉
が
ジ
ー
ン
と
心

を
打
っ
た
。
世
界
中
の
人
が
こ
の
言
葉

に
心
を
動
か
さ
れ
る
な
ら
、
世
界
中
も

っ
と
も
っ
と
優
し
く
住
み
や
す
く
な
る

は
ず
だ
。
区
別
を
し
な
い
で
、
ま
ご
こ

ろ
を
こ
め
て
、
困
っ
た
人
を
、
困
っ
て

な
い
人
が
当
り
前
に
助
け
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、本
当
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
。

百
年
以
上
も
前
に
日
本
の
海
で
遭
難
し

た
ト
ル
コ
船
の
生
存
者
を
助
け
て
多
数

の
遺
体
の
収
容
と
埋
葬
を
心
を
こ
め
て

行
っ
た
大
島
村
や
串
本
町
の
人
の
事
を

語
り
続
け
て
い
た
ト
ル
コ
の
人
々
が
、

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
寸
前
の
イ
ラ
ン

か
ら
出
国
で
き
な
か
っ
た
日
本
人
の
多

く
を
ト
ル
コ
の
国
の
飛
行
機
が
助
け
に

き
て
く
れ
た
。
国
と
国
の
つ
な
が
り
と

多
く
の
ま
ご
こ
ろ
が
長
い
年
月
を
超
え

て
、
つ
な
が
っ
て
い
た
。

　

当
時
自
分
の
国
の
助
け
が
な
い
時
、

ト
ル
コ
の
飛
行
機
が
、
救
出
に
来
て
、

イ
ラ
ン
の
国
境
を
越
え
て
「
ウ
ェ
ル

カ
ム
・
ツ
ゥ
・
タ
ー
キ
ィ
」
と
機
長
が

ア
ナ
ウ
ン
ス
し
た
時
の
拍
手
に
は
、
助

け
だ
さ
れ
た
と
き
の
う
れ
し
い
気
持
ち

と
ト
ル
コ
の
人
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

が
、
ま
ざ
っ
て
い
る
。
危
険
な
の
に
、

助
け
に
来
て
く
れ
た
。
そ
の
ま
ご
こ
ろ

に
私
も
感
動
し
た
。
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
号

の
事
故
慰
霊
塔
の
手
入
れ
を
今
も
続
け

て
い
る
大
島
小
学
校
の
百
年
以
上
も
続

く
長
い
友
情
は
す
ば
ら
し
い
。そ
し
て
、

海
底
に
今
も
ね
む
る
二
七
〇
人
以
上
の

命
も
忘
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

外
国
の
人
に
対
し
て
も
当
時
の
人

は
、
貧
し
い
生
活
の
中
か
ら
で
き
る
事

を
精
一
杯
ま
ご
こ
ろ
こ
め
て
救
助
活
動

を
し
た
。
そ
の
時
は
、
ご
ほ
う
び
も
何

も
期
待
し
な
い
で
。
そ
れ
が
九
十
五
年

後
に
は
、
恩
返
し
の
救
出
に
つ
な
が
っ

た
と
は
だ
れ
も
想
像
で
き
な
か
っ
た
と

思
う
。
国
と
国
の
つ
な
が
り
は
、
そ
の

国
の
人
と
人
と
の
ま
ご
こ
ろ
の
つ
な
が

り
で
、絶
対
ご
ほ
う
び
を
期
待
し
な
い
。

遠
い
国
も
長
い
年
月
も
関
係
な
い
。
で

き
る
人
が
で
き
る
事
を
ま
ご
こ
ろ
こ
め

て
、精
一
杯
す
る
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
。

私
も
そ
ん
な
人
に
な
り
た
い
。
こ
の
話

に
出
会
っ
て
よ
か
っ
た
。

（
こ
の
作
文
は
、
私
市
小
学
校
６
年
生

の
と
き
の
も
の
で
す
。）

人権作文
〈心の窓〉

fi le.167

「救出／日本・トルコ
友情のドラマ」
を読んで

児　童　書

ちいさなうさこちゃん
ディック・ブルーナ作・絵  　
石井桃子訳　　福音館書店
　
　「おおきなに
わのまんなかに
　かわいい　い
えがありました。
ふわふわさんと
ふわおくさん　2
ひきのうさぎが
すんでます。」
　やがてかわいいあかちゃんが
生まれ、うさこちゃんという名
がつけられました。
　そこらじゅうの動物たちがお
祝いにやって来ます。
　単純ながらちゃんとストーリ
ーがあります。リズミカルな文
章が声を出して読んでいて楽し
くなります。幼い子どもは動物
たちの絵に親しむようで、何度
も手にとります。
　「子どもがはじめてであう絵
本」シリーズの一冊目です。
　最近「うさこちゃんとあかち
ゃん」「うさこちゃんのはたけ」
が新しく出版されました。

えんがわ文庫　柳田　道子

図書だより

4 中 1 年

濱
はましま　
嶋めぐみさん

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書
はみがきごっこ
　きむらゆういち　佼成出版社
もってみよう
　松橋利光　小学館
つのたくんのなかなおり
　なかがわみちこ　童心社
ムーミンのたからもの
　トーベ・ヤンソン　講談社
パスワード風浜クエスト
　松原秀行　講談社
ぼくをそだてて
　ふくだとしお　新風舎
やぎのブッキラボ－3きょうだい
　ポール・ガルドン　小峰書店

中高年からのやわらか筋トレとストレッチ入門
　主婦の友社
おでかけ大好きっ
　京都新聞出版センター
計算力を強くする
　鍵本聡　講談社
千日紅の恋人
　帚木蓮生　新潮社
薬が効かない！
　三瀬勝利　文藝春秋
掃除道
　鍵山秀三郎　PHP研究所
お花モチーフのアクセサリー　
　アシュカ　日本ヴォーグ社
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８
月
27
日(
土
）、
長
宝
寺
小

学
校
で
恒
例
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ァ

イ
ヤ
ー
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち

と
保
護
者
合
わ
せ
て
約
８
０
０
人

が
先
生
た
ち
と
一
緒
に
夏
休
み
最

後
の
土
曜
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
後
２
時
、
受
付
開
始
。
２
時

30
分
、開
会
宣
言
に
続
い
て
、オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
花
を
添
え
た
の
は
、

妙
見
星
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

和
太
鼓
の
演
奏
。
そ
し
て
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
、
出
店
コ
ー
ナ
ー
の
オ
ー

プ
ン
と
、
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
次
々
に
登
場
。
子
ど
も
た
ち

は
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
手
に
、
歓

声
を
あ
げ
な
が
ら
、
コ
ー
ナ
ー
め

ぐ
り
。
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
や
ス
ト

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
お
化
け
屋
敷
な

ど
の
人
気
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
長
い

列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
６
時
45
分
、
全
身
「
黒
」

と
「
白
」
の
対
照
的
な
衣
装
で
仮

装
し
た
宇
田
秀
人
校
長
と
田
原

秀
司
教
頭
が
、
ト
ー
チ
を
掲
げ

て
登
場
す
る
と
、
祭
り
は
最
高

潮
。
フ
ァ
イ
ヤ
ー
に
点
火
さ
れ
た

瞬
間
、
８
０
０
人
の
歓
声
が
一
つ

に
な
っ
て
会
場
を
ふ
る
わ
せ
ま
し

た
。
先
生
や
保
護
者
の
有
志
に
よ

る
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
、
花
火
の
打

ち
上
げ
と
続
い
て
、
８
時
す
ぎ
催

し
は
終
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
平
成
９
年
か

ら
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
天
野
法
会
長
）

が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今

年
が
９
回
目
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
の

清
水
靖
子
さ
ん
に
よ
る
と
「
６
年

生
の
野
外
活
動
が
雨
で
中
止
に
な

り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
楽

し
み
に
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が

か
わ
い
そ
う
だ
と
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
始
め
た
」
の
が
、
き
っ
か
け
。

　

最
初
は
「
火
起
こ
し
か
ら
や
っ

て
、
火
の
大
切
さ
を
教
え
る
狙
い

も
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
も
お
客

さ
ん
で
な
く
、
お
化
け
役
を
買
っ

て
出
る
な
ど
積
極
的
に
参
加
し
て

く
れ
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
中
旬
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員

や
Ｏ
Ｂ
ら
約
１
０
０
人
が
時
間
を

や
り
く
り
し
て
集
ま
っ
て
、
手
作

り
で
本
番
に
こ
ぎ
つ
け
た
だ
け
に

「
子
ど
も
た
ち
の
面
白
か
っ
た
と

い
う
声
を
聞
く
と
、
や
り
と
げ
た

達
成
感
が
何
と
も
言
え
な
い
」
と

も
。

　

９
月
２
日
付
け
の
同
小
の
学

校
た
よ
り
は
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
そ
の
Ｏ

Ｂ
の
方
々
が
長
期
間
に
わ
た
り
入

念
に
準
備
し
て
い
た
だ
い
た
お
陰

で
、
子
ど
も
た
ち
に
夏
休
み
の
楽

し
い
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
記
し

て
い
ま
す
。

学
校

Topi
cs

トピ
ック
ス

長
宝
寺
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ァ
イ
ヤ
ー

迫力ある

和太鼓の演奏

グラウンドファイヤーの周りで

踊る長宝寺小の子どもたち
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法律相談=市民に限る=（弁護士）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人（予約制）
　 法律相談の予約は相談日の1週間前（休日の場合はそ
の翌日）の9時30分から電話で広聴広報課（℡ 892・
0121）
土地建物相談（不動産鑑定士）
　18日（火）13時30分～16時30分、市役所別館
税相談（税理士）
　19日（水）13時～16時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
　21日（金）13時～16時、市役所別館
年金なんでも相談（社会保険労務士）
　 25日（火）13時～16時、市役所別館
行政書士市民無料相談（行政書士）
　26日（水）13時～15時、市役所別館
※問い合わせ　広聴広報課（℡ 892・0121）

心身障害者福祉相談（身体・知的障害者相談員）
　 第1・3水曜日13時～16時、ゆうゆうセンター
身体障害者・知的障害者・精神障害者でんわ相談
　（社会福祉士、精神保健福祉士）
　 毎日9時～正午と13時～ 17時30分、障害福祉係
でんわ高齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士）
　 毎日9時～正午と13時～17時30分、ゆうゆうセンター
内基幹型在宅介護支援センター（℡ 894・3325）

精神障害者地域生活相談センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
障害者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　 毎週火曜・木曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
※ 問い合わせ　福祉サービス課（℡ 893・6400　℻ 891・6241）
健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　7日（金）と21日（金）13時30分～15時、青年の家
　11日（火）と25日（火）10時～11時30分、ゆうゆうセンター
でんわ健康相談（保健師・栄養士）
　 毎日9時～12時15分と13時～17時30分（℡ 893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡ 893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日9時～正午と13時～17時30分、ゆうゆ
うセンター　事前に連絡してください。
※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）

消費者相談（消費生活専門相談員）
　 毎日9時30分～正午と13時～16時、市役所本館2
階（℡891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月曜日13時～16時と水曜・金曜日10時～
正午と13時～16時、市役所本館2階（℡ 892・
0121）
※問い合わせ　商工観光課（℡892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　 毎週水曜日14時～16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第3木曜日13時～16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡892・0121）

女性相談（女性相談員）
　 13日（木）10時～12時30分、市役所別館、定員3人（予
約制）、予約は電話で人権政策室（℡ 892・0121）
人権相談（人権擁護委員）
　20日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター2階
人権相談（人権相談員）
　 毎日10時～正午と13時～16時、市役所本館２階
※問い合わせ　人権政策室（℡ 892・0121）

教育相談（教育相談員）
　 毎日10時～16時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡ 892・8203）
進路選択支援相談（進路選択支援相談員）
　毎週木曜日13時～19時、青年の家学務課
※問い合わせ　学務課（℡810・0522）
こども相談（家庭児童相談員）
　 毎日10時～17時30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）

資源ごみ　月 1回
　ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分
　までに各ステーションへ出してください。
空缶・空ビン・
ナベ・乾電池など 　 収 集 地 区 　

新聞紙・雑誌・
段ボールなど

10 月   5 日
（第 1水曜）

私部・私部南・私部西・青山・
向井田・私市・私市山手

10 月 12 日
（第 2水曜）

10 月 12 日
（第 2水曜）

星田・星田北・星田西・南星台・
妙見坂・妙見東・星田山手

10 月 19 日
（第 3水曜）

10 月 19 日
（第 3水曜）

幾野・倉治・東倉治・神宮寺・寺・
寺南野・森北・森南・傍示

10 月 26 日
（第 4水曜）

10 月 26 日
（第 4水曜）

郡津・梅が枝・天野が原町・
藤が尾・松塚

10 月   5 日
（第 1水曜）

10 月のごみ収集日
問い合わせ
　粗大ごみ予約受付センター（℡891・5

ご

3
み

7
な

4
し

　午前 9時～午後4時）
　環境事業所（℡ 892・2471）

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）週 2回
　ごみは決められた日の午前 8時 45 分までに各
　普通ごみステーションへ出してください。

曜日 　 収 集 地 区 　

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森北・森南（私
市の一部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向
井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・
私部西・駅前住宅（私部長砂町を含む）

火
・
金

私部・私部南・南星台・星田山手・星田・妙見坂・
星田北・星田西・藤が尾・私市・私市山手・妙
見東

可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は
粗大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。（詳しくは「家庭ごみの出し方マニュアル」をご参照ください。）
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健　

康
・
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祉

10 月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日を除きます。

育児相談（主任保育士・園長）
　毎週火・水・木曜日13時～15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡ 891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡ 892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡ 892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡ 892・8433）
　いずれも13時～15時
※問い合わせ　各幼児園
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かたの写真同好会
　毎月第 3日曜日午前 10時～
正午、青年の家 201 号室。テ
ーマにそって作品を持ち寄り
講評会を行う。撮影会、写真展
なども企画しています。年会費
3,000 円　［申・問］千間さん
（℡   891・8988）

漢詩の創作（青楓漢詩会）
　毎月第2火曜日午後1時 30
分または、第4土曜日午後5時
30分、枚方市サンプラザ市民セ
ンター。初心経験不問。入会金
1,000円。会費4,800円（半年分）。
［問］大塚さん（℡   892・4796）

生花教室（未生流）
　毎月第 2木曜日午後 1時～
4時、武道館 2階研修室。講師
は鵜飼好子さん。月会費 2,000
円（花材込み）。［申・問］山百
合会（℡   894・2523）

古武道居合術
　毎週水曜日午後6時30分～9
時ごろ、青年の家または長宝寺小。
毎週土曜日午後4時～6時30分、

武道館。無双直傳英信流。対象
は中高生以上。年会費2,000円。
月会費3,000円。［申・問］岩上
さ ん（ ℡   891・9640） か、事
務局（℻   892・6078）

ヘルシー体操
　毎週火曜日午前 10 時 30 分
～正午、青年の家 304 号室。
ストレッチ体操＆楽々エアロビ
を組み合わせたフィットネス。
対象は 30 代～ 50 代の女性。
月会費 3,000 円。［申］練習日
に直接会場。［問］小川さん（℡  
891・4546）か北村さん（℡  
893・2788）

男声コーラス「アンサンブル彦星」
　毎週火曜日午後7時～9時、
青年の家3階音楽室。合唱祭へ
の参加や、演奏会あり。対象は高
校生以上の男性。入会金2,000円、
月会費3,000円。指導は火置義
勝さん。［申］直接練習会場［問］
古澤さん（℡   892・7391）

総合ヨガ
　毎週火・水・金曜日午前 10
時～ 11 時 30 分、青年の家。
美容、健康増進、ストレス解消
に効果的。入会金1,000円、月

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です
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会費3,000円。指導は襖
ふすまだ

田さん、
桜井さん。［申・問］直接会場か、
襖田さん（℡   892・1769）、桜
井さん（℡   892・6831）

ホストファミリー
　18 年 3 月下旬から 1 年間。
地域の高校に通う留学生のため
のボランティアホストファミリ
ーとして、ホームステイを受け
入れられる一般家庭。［問］国
際教育機関㈶AFS 大阪東支部
の三嶋さん（℡   893・4641）

交野ジャズクリエーション
　ジャズが好きで楽器を持って
いる方、一緒に演奏しませんか。
毎週土曜日午後5時～9時30分、
青年の家3階音楽室。見学ご希
望の方は午後7時～10時の間
に連絡ください。月会費1,000円。
［問］交野ジャズクリエーション
の勢登さん（℡   894・2706）

交野大正琴の会「和琴会」
　初心者から中・上級者まで一
緒に大正琴を楽しみましょう。
月・火・水で月 2回レッスン。
会費3,000円。会場は青年の家
または交野会館（郡津駅前）［申・
問］小澤さん（℡   894・0667）

  募　　集　●●●
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［申］直接会場［問］戎屋さん（℡  ・
℻   894・0489）

カプラで遊ぼう
　10 月 23 日（日）午後 1 時
30分～ 3時、青年の家多目的
室。カプラ（同じ大きさの積み
木）で、かまくらや滝などを作
る。参加費300円（3歳以上）。
定員 100 人。主催は交野おや
こ劇場。［申］直接事務所［問］
交野おやこ劇場（℡  ・℻   893・
4960 月・水・金午前 10 時～
午後2時）

障害児（者）親の会バザー
　10月 27日（木）午前 10時
～午後 1 時、ゆうゆうセンタ
ー多目的ホール。タオル、食器
などのバザー。［問］寺前さん
（℡   892・3745）( 星田山手
)、仲野さん（℡   893・2203）
( 倉治 )、桑山さん（℡   893・
3704）（天野が原町）

講演と車椅子ダンスショー
　10月 30 日（日）午後 1時、
ゆうゆうセンター。講師は世界
の選手権大会やテレビ、舞台で
活躍している奈佐誠司さん。入
場無料。［問］交野養護学校（℡  
893・2445）

第 2回交野市武道祭
　10 月 30 日（日）午後 0 時
30 分、いきいきランド交野。
子どもから大人まで楽しめ、親
しめる武道を紹介します。同時
に護身術教室（大阪府警指導）
を開催。主催は交野市体育協会、
武道祭実行委員会。［問］中務
さん（℡   891・5825）

講演会「地域の福祉力を高める」
　10 月 30 日（日）午後２時
～４時、ゆうゆうセンター４階
多目的ホール。講師は大阪教育
大学助教授の新﨑国広さん。定
員 150 人。参加費無料。［申］
直接会場。［問］交野市介護
支援専門員協会の池永さん（℡  

みんなのページ

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

895・2468）

第 12回ふれあいコンサート
　11 月 6 日（日）午後 0 時
30分（開演）。けいはんなプラ
ザメインホール（京都府相楽郡
精華町光台 1－ 7）。入場無料。
主催は「けいはんな女声コー
ラスの集い」実行委員会。［問］
西野さん（℡   891・9630）

交野フィルふれあいコンサート
　11 月 13 日（日）午後 2 時
（開演）、星の里いわふねホール。
佐藤美香さんを迎え、交野フィ
ルとのジョイントコンサート。
チャイコフスキーピアノコンチ
ェルト 1番 1 楽章ほか。入場
料 1,000 円。別途市内在住・
在学小中高生ご招待あり。［問］
三井さん（℡  ・℻   891・9285）

国産材料で味噌づくり
　12月 2日（金）～9日（金）（５
日は休み）、ゆうゆうセンター
調理実習室。時間は申込後連絡。
参加費は実習付き3,300円、材
料のみ3,100円。主催は交野市
消費生活問題研究会。［申］10
月 25日（火）〈消印有効〉まで
に往復はがきに住所・氏名・電
話番号・口数・実習有無を記入
し、〒 576 － 8501 私部 1 －
1－ 1　交野市商工観光課内交
野市消費生活問題研究会。［問］
代永さん（℡  ・℻   892・8568）

ビーズでクリスマス小物を作ろう！
　ビーズを使ってクリスマス小
物、サンタクロースやリースな
ど楽しく作ってみませんか？
11 月中 4回、ゆうゆうセンタ
ーにて予定。［申・問］山田さ
ん（℡   891・0558）　

  ハイキング　●●●

  善　　意　●●●

峰山から愛宕山
　10月16日（日）午前7時30分、
京阪交野市駅改札口前集合。雨

　交野市社会福祉協議会の善意
銀行に、預託していただきまし
た。

▽松塚の岡本功さんから2万円

▽  女声合唱団コール・ポコから
1万円

▽匿名で 242円

▽交野有志会から 2万円

▽  交野おねおねスーパースター
ズから 2万円

▽  交野市牛乳パックリサイクル
連絡会からオムツ交換台とベ
ンチ 2脚

▽  私市各種団体から夏祭り売上
金の一部 3万 4,475 円

▽  私部の川東義男さんから、チ
ャリティー野菜参加感謝代 3
万 4,433 円（指定預託で盲
導犬育成事業と子どもゆう
ゆうセンター残りを善意銀行
へ）

天中止。峰山－朝日峰－サカサ
マ峠－愛宕山－保津峡駅。成人
向き14㌔。定員20人。参加費
300円。交通費2,500円。［申・問］
岩本さん（℡   892・0167）

保津峡から嵐山
　10 月 22 日（ 土 ） 午 前 8
時、京阪交野市駅集合。雨天
中止。駅－枚方市－丹波橋－
京都駅－保津峡駅。駅－落合
トンネル－清滝－愛宕念仏寺
－嵐山駅。家族向き 6 ㌔。参
加費 200 円、交通費 2,000 円。
［申・問］鶴園さん（℡   891・
6002）

高野町石道
　11 月 5 日（土）午前 7 時
45 分、河内磐船駅集合。雨天
中止。駅－京橋－新今宮－上古
沢。駅－古峠－六本杉峠－慈尊
院－九度山駅－新今宮。やや健
脚向き12㌔。交通費2,600円、
参加費 200 円。［申・問］鶴園
さん（℡   891・6002）



  催　　し　●●●

はなきんくらぶ　
　10 月 10 日（祝）午後 1 時
30 分（開場）～ 4時、ホーム
明星（星田 8－ 6－ 7）。カラ
オケ・囲碁・将棋など。対象は
市内在住の 60歳以上の人。参
加費無料（喫茶は有料）。主催
は（社福）豊年福祉会［問］浜
崎さん（℡   894・1798）

家庭用品修理会
　10月 11日（火）～13日（木）
午前10時～午後 3時、市役所
別館前。切れなくなった包丁
やはさみ、靴、傘など日用品の
修繕・修理。［申・問］交野市
消費生活問題研究会（℡   892・
8568）

フリートーキング
　10月 13日（木）午前 10時
～正午、ゆうゆうセンター学
びの部屋。知的障害者（児）が
地域で生きてゆくにはどうし
たらいいかを話し合う。参加
費 200 円。主催はびぃーぶる。
［申］当日直接会場［問］大町
さん（℡   891・0056）

第 22回ホーム明星文化祭
　10月15日（土）午前10時
～午後 4時 30 分、16日（日）
午前10時～午後 4時、特別養
護老人ホーム明星と軽費老人ホ
ーム。模擬店、介護用品展示即
売会、カラオケ、ゲームなど（16
日はマグロの解体と販売もあり）。
主催は（社福）豊年福祉会。［問］
浜崎さん（℡   891・2029）

中米グァテマラの料理とお話
　10月 16日（日）午後 1時～、
ゆうゆうセンター調理室。在住
のソイラさんを講師に、作っ
て食べて楽しく聴こう。参加費
500 円。［申・問］10 月 10 日
（祝）までに交野発国際親善の
輪　中村さん（℻   894・0755 

e-mail:nakamura.46-chiwawa.
male@docomo.ne.jp） 

信貴山真華流いけばな展と茶会
　10月 16日（日）午前 10時
～午後 4時 30分、武道館 2階。
17 年度大阪府功労者知事表彰
松井利華受賞を記念して、ささ
やかないけばな展と茶会を催し
ます。主催は松井社中茶席成人
作法同好会 AB。［問］山本さ
ん（℡   891・5520）か鳥飼さ
ん（℡   891・3854）

ボ－イスカウト一日体験入隊
　10月 16日（日）午前 10時
～午後 0時 30分、枚方淀川河
川敷公園。チャレンジゲームな
ど。対象は幼稚園年長～小学 4
年生。保護者同伴。参加費無料。
主催はボーイスカウト交野・枚
方地区委員会。［申］古橋さん
（℡   893・1506）か田中さん（℡  
846・8973）［問］古橋さん

第 23回交野市合唱祭
　10 月 16 日（日）午後 1 時
30 分（開演）、星の里いわふ
ね。交野市の 12 の合唱団が
一堂に会してのコーラスの祭
典。入場無料。［問］古澤さん
（℡   892・7391）か槙さん（℡  
892・6430）

北朝鮮拉致被害者救出支援枚方集会
　10月 22日（土）午後 1時（開
場）、2時（開演）。枚方市民会
館大ホール。講師は家族会より
増元照明さん他 5 人。救出支
援の集いにご参加ください。入
場無料。主催は大阪ブルーリボ
ンの会。［問］島田さん（ＴＥ
Ｌ 891・5434）　

第 5回音楽療法講演会
　10 月 23 日（日）午後 1 時
30 分～ 3 時 30 分、ゆうゆう
センター 2 階体験学習室。今
回は認知症の方の音楽療法で
す。参加費 1,000 円。主催は
NPO法人おおさか音楽療法桜。
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人口と火災・救急
8 月末の市の人口（前月比）

　人　口　79,693 人　（＋ 228）
　　男　　39,150 人　（＋ 177）
　　女　　40,543 人　（＋　51）
　世帯数　29,775      （＋ 219）

8 月の火災と救急
火災   0 件 　　救急　217件

※ 毎月 1日の正午、点検のため消
防サイレンを鳴らします。

　ごみの行方を追ってみると、
手間をかけて処理されている
ことが、よく分かります。
　一人ひとりのちょっとした
意識改革がごみの減量に結び
ついています。「ちりも積もれ
ば山となる」・・・果たして、
積もるのはごみでしょうか、
資源でしょうか。（か）

(35)17.10.01
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夏は、まつり
これに限ります！
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梅
が
枝
）

　7月末から8月にかけて、市内の各所で夏祭
りが盛大に催されました。
　玉入れや音楽ライブ、仕掛け花火など、各地
区とも趣向をこらしたイベントが用意され、大
人から子どもまで、夏の一夜を満喫しました。

梶
かじ

  晴
は る と

翔です　　　　　　
　平成16年4月14日生（私部、写真左）

小
こ む ら

村  穗
ほ の か

乃佳です　　
　平成16年4月2日生 （向井田、写真右）

「元気で優しい子に育ってね！」

杉
すぎもと

本  昂
こ う た ろ う

太郎です　　　　　　　
平成17年1月6日生（松塚）

「生まれてきてくれてありがとう。
元気にたくましく育ってね」


